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安全について
Before installing this product, read the Safety Information.

Antes de instalar este produto, leia as Informações de Segurança.

在安装本产品之前，请仔细阅读 Safety Information （安全信息）。

Læs sikkerhedsforskrifterne, før du installerer dette produkt.

Lees voordat u dit product installeert eerst de veiligheidsvoorschriften.

Ennen kuin asennat tämän tuotteen, lue turvaohjeet kohdasta Safety Information.

Avant d'installer ce produit, lisez les consignes de sécurité.

Vor der Installation dieses Produkts die Sicherheitshinweise lesen.

Prima di installare questo prodotto, leggere le Informazioni sulla Sicurezza.

Les sikkerhetsinformasjonen (Safety Information) før du installerer dette produktet.

Antes de instalar este produto, leia as Informações sobre Segurança.
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Antes de instalar este producto, lea la información de seguridad.

Läs säkerhetsinformationen innan du installerar den här produkten.
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第 1 章 概要

この章では、ご利用のシステムの概要を簡単に説明します。この章には、製品の仕様、管理ソフトウェ
ア、技術的なヒント、セキュリティー・アドバイザリーに関する情報が含まれています。

仕様
以下の情報は、システム仕様の要約です。モデルによっては、一部の仕様が適用されない場合があります。

表 1. 仕様
仕様 説明

寸法 • 2U

• 前面に 12 個のドライブ・ベイがあるモデル:

– 高さ: 86.9 mm (3.42 インチ)

– 幅:

– マウント・フランジあり: 480 mm (18.9 インチ)

– マウント・フランジなし: 447 mm (17.6 インチ)

– 奥行き:

– ケーブル管理アームあり: 638 mm (25.12 インチ)

– ケーブル管理アームなし: 508 mm (20 インチ)

• 前面に 24 個のドライブ・ベイがあるモデル:

– 高さ: 85 mm (3.35 インチ)

– 幅:

– マウント・フランジあり: 480 mm (18.9 インチ)

– マウント・フランジなし: 447 mm (17.6 インチ)

– 奥行き:

– ケーブル管理アームあり: 613 mm (24.13 インチ)

– ケーブル管理アームなし: 483 mm (19.02 インチ)

クリアランス寸法 • 前面:

– 冷却用: 153 mm (6.03 インチ)

– 保守用: 610 mm (24.03 インチ)

• 背面:

– 冷却用: 153 mm (6.03 インチ)

– 保守用: 330 mm (13 インチ)

重さ (2 つのコントローラー
搭載)

• 前面に 12 個のドライブ・ベイがあるモデル: 28.9 kg (63.71 ポンド)

• 前面に 24 個のドライブ・ベイがあるモデル: 27.6 kg (60.85 ポンド)

プロセッサー 2 つの 64 ビット 12 コア 1.5 GHz プロセッサー

DIMM • 合計容量: 64 GB

• 4 つの 16 GB DIMM

• NVRAM/NVMEM の使用容量: 8 GB

パワー・サプライ 冗長性をサポートする 2つのホット・スワップ・パワー・サプライ

© Copyright Lenovo 2019, 2023 1



表 1. 仕様 (続き)

仕様 説明

入出力 (I/O) 機能 2 つのコントローラーを搭載したシステムには、以下の I/O ポートがあります:

• 4 つの 12 GB MiniSAS HD ポート

• 4 つの 10 Gb SFP + イーサネット・ポート

• 8 つの 10 Gb/16 GB UTA2 SFP+ ポートまたは 8つの RJ45 10 GbE ホスト・ポート

• 2 つの RJ45 管理ポート

• 2 つの USB タイプ A コネクター

• 2 つの RJ45 コンソール・ポート

• 2 つのマイクロ B USB コンソール・ポート

電源入力 • 低電圧入力:

– 最低: 100 V AC

– 最高: 120 V AC

• 高電圧入力レンジ:

– 最低: 200 V AC

– 最高: 240 V AC

環境 システムは、以下の環境をサポートしています。

• 室温:

– 作動時: 5 ～ 45°C (41 ～ 113°F)

– 保管または配送: -40 ～ 70°C (-40 ～ 158°F)

• 相対湿度:

– 作動時: 8% ～ 90%

– 保管または配送時: 10% ～ 95%

• 最大高度:

– 作動時: 3,048 m (10,000 フィート)

– 保管: 12,192 m (40,000 フィート)

– 配送: 12,192 m (39,989.8 フィート)
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管理ソフトウェア
ONTAP は、システムを管理するためにご利用いただけます。ONTAP の使用方法についての詳細は、こち
らにアクセスしてください:
http://thinksystem.lenovofiles.com/help/topic/ontap_software/overview.html

技術ヒント
Lenovo では、システムで問題が発生した場合に解決できる、最新のヒントや手法を常時サポートWeb サ
イトで更新しています。これらの技術ヒント (保持または Service Bulletin) では、システムの作動に関する
問題を解決するための手順を説明しています。

ご使用のシステムに関する技術ヒントを検索するには:
1. http://datacentersupport.lenovo.comにアクセスし、ご使用のシステムのサポート・ページに移動して

ください。
2. 「How-tos & Solutions (ハウツーとソリューション)」をクリックします。

「Symptom (現象)」を展開して、発生している問題のタイプのカテゴリーを選択します。

セキュリティー・アドバイザリー
Lenovo は、お客様とお客様のデータを保護するために、最高のセキュリティー基準に準拠した製品および
サービスを開発することをお約束しています。潜在的な脆弱性が報告された場合は、Lenovo 製品セキュリ
ティー・インシデント対応チーム (PSIRT) が責任をもって調査し、お客様にご報告します。そのため、解
決策の提供に向けた作業の過程で軽減計画が制定される場合があります。

現行のアドバイザリーのリストは、次のサイトで入手できます。

https://datacentersupport.lenovo.com/product_security/home
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第 2 章 システム・コンポーネント

システムに関連する各コンポーネントについて学ぶには、このセクションをご利用ください。

前面図
ベゼルの前⾯図

図1. ベゼルの前面図

表 2. 前面ベゼルのコンポーネント
コンポーネント ステータス 説明

緑色の点灯 1 つまたは 2 つのパワー・サプライがシステムに電力を供給
しています。

1 シャーシの電源 LED

オフ システムに電力を供給しているパワー・サプライはありません。

オレンジ色の点灯 システムの機能が停止、またはシステムにエラーがあります。2 シャーシに注意が必要
な LED (前面)

オフ システムは正常に動作しています。

青色の点灯または
点滅

シャーシのロケーション LEDは、シャーシを特定するために手
動でアクティブになります。

3 シャーシのロケーショ
ン LED (前面)

オフ シャーシのロケーション LEDはアクティブになっていません。

4 シェルフ ID のデジタ
ル表示

番号が表示 シェルフ ID を表示します。
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ベゼルなしの前⾯図

図2. 12 のドライブ・ベイを備えたモデルの前面図

図3. 24 のドライブ・ベイを備えたモデルの前面図

表 3. システム前面のコンポーネント (ベゼルなし)
1 シャーシの電源 LED 2 シャーシに注意が必要な LED (前

面)
3 シャーシのロケーション LED
(前面)

4 シェルフ ID のデジタル表示 5 シェルフ ID の変更ボタン 6 ホット・スワップ・ドライブ・
ベイ (12/24)

7 ドライブ活動 LED 8 ドライブ状況 LED

背面図
システムの背面から、パワー・サプライや各種コネクターを含む、数多くのコネクターやコンポーネ
ントにアクセスできます。
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背⾯図 ‒ タイプ 1

図4. 背面図 – タイプ 1

表 4. システム背面のコンポーネント
1 MiniSAS HD ポート (4) 2 SFP+ イーサネット・ポート (4)

3 UTA2 SFP+ ポート (8) 4 マイクロ B USB コンソール・ポート (2)

5 RJ45 コンソール・ポート (2) 6 ホスト USB タイプ Aコネクター (2)

7 RJ45 管理ポート (2) 8 パワー・サプライ・ボタン (2)

9 パワー・サプライ (2)

背⾯図 ‒ タイプ 2

図5. 背面図 – タイプ 2

表 5. システム背面のコンポーネント
1 MiniSAS HD ポート (4) 2 SFP+ イーサネット・ポート (4)

3 RJ45 10 GbE ホスト・ポート (8) 4 マイクロ B USB コンソール・ポート (2)

5 RJ45 コンソール・ポート (2) 6 ホスト USB タイプ Aコネクター (2)

7 RJ45 管理ポート (2) 8 パワー・サプライ・ボタン (2)

9 パワー・サプライ (2)

背面図 LED
システムの背面からシステムに関する LED が見つかります。

第 2 章 . システム・コンポーネント 7



図6. 背面図の LED - タイプ 1

表 6. システム背面の LED
1 MiniSAS HD ポート・リンク LED (4) 2 MiniSAS HD ポート・アテンション LED (4)

3 SFP+ イーサネット・ポート・リンク LED (4) 4 SFP + イーサネット・ポート・アテンション LED (4)

5 UTA2 SFP+ ポート・リンク LED (8) 6 UTA2 SFP+ ポート・アテンション LED (8)

7 コントローラー・アクティビティー LED (2) 8 コントローラー・アテンション LED (2)

9 コントローラー・ロケーション LED (2) 10 NVRAM LED

11 RJ45 管理ポート・リンク LED (2) 12 RJ45 管理ポート・アクティビティー LED (2)

13 パワー・サプライ・アテンション LED (2) 14 AC パワーの正常な動作を表す LED (2)
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図7. 背面図の LED - タイプ 2

表 7. システム背面の LED
1 MiniSAS HD ポート・リンク LED (4) 2 MiniSAS HD ポート・アテンション LED (4)

3 SFP+ イーサネット・ポート・リンク LED (4) 4 SFP + イーサネット・ポート・アテンション LED (4)

5 RJ45 10 GbE ホスト・ポート・リンク LED (8) 6 RJ45 10 GbE ホスト・ポート・アクティビティー
LED (8)

7 コントローラー・アクティビティー LED (2) 8 コントローラー・アテンション LED (2)

9 コントローラー・ロケーション LED (2) 10 NVRAM LED

11 RJ45 管理ポート・リンク LED (2) 12 RJ45 管理ポート・アクティビティー LED (2)

13 パワー・サプライ・アテンション LED (2) 14 AC パワーの正常な動作を表す LED (2)

1 2 MiniSAS HD ポート LED

各MiniSAS HD ポートにはステータスを示す 2 つのLEDがあります。

ステータス LED ⾊ ステータス 説明

緑色 オン リンクは、少なくとも 1つの外部 SAS レー
ンで確立されています。

1 MiniSAS HD ポート・リ
ンク LED

なし オフ 外部 SAS レーンで確立されているリンク
はありません。

黄色 オン SAS リンクに注意が必要です。2 MiniSAS HD ポート・ア
テンション LED

なし オフ SAS リンクは正常に動作しています。

3 4 SFP+ イーサネット・ポート LED

各 SFP+ イーサネット・ポートには 2 つのステータス LED があります。

ステータス LED ⾊ ステータス 説明

緑色 オン ポート上で接続が確立されました。3 SFP+ イーサネット・
ポート・リンク LED

なし オフ ポート上では接続が確立されていません。

オレンジ色 オン ポートに注意が必要です。4 SFP+ イーサネット・
ポート・アテンション LED

なし オフ ポートは正常に動作しています。
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5 6 タイプ 1 ‒ UTA2 SFP+ ポート LED

各 UTA2 SFP+ ポートには 2 つのステータス LED があります。

ステータス LED ⾊ ステータス 説明

緑色 オン ポート上で接続が確立されました。5 UTA2 SFP+ ポート・リ
ンク LED

なし オフ ポート上では接続が確立されていません。

オレンジ色 オン ポートに注意が必要です。6 UTA2 SFP+ポート・アテ
ンション LED

なし オフ ポートは正常に動作しています。

5 6 タイプ 2: RJ45 10 GbE ホスト・ポート LED

各 RJ45 10 GbE ホスト・ポートには 2 つのステータス LED があります。

ステータス LED ⾊ ステータス 説明

緑色 オン ポートとアップストリーム・デバイス間で
リンクが確立されています。

5 RJ45 10 GbE ホスト・
ポート・リンク LED

なし オフ 確立されたリンクはありません。

オレンジ色 点滅 ネット上ではトラフィックが流れています。6 RJ45 10 GbE ホスト・
ポート・アクティビティー
LED なし オフ ネット上ではトラフィックが流れていませ

ん。

7 コントローラー・アクティビティー LED

ステータス ⾊ 説明

オン 緑色 コントローラーはアクティブになっています。

オフ なし コントローラーはオフになっています。

8 コントローラー・アテンション LED

ステータス ⾊ 説明

オン 黄色 コントローラーに注意が必要です。

オフ なし コントローラーは正常に動作しています。

9 コントローラー・ロケーション LED

ステータス ⾊ 説明

オンまたは点滅 青色 コントローラーを特定するよう、コントローラー・ロ
ケーション LEDは手動でアクティブになります。

オフ なし コントローラー・ロケーション LEDはアクティブになっ
ていません。
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10 NVRAM LED

ステータス ⾊ 説明

点滅 緑色 IO は、ローカル・フラッシュ・メモリーに書き込まれ
ています。

オン 緑色 データがキャッシュされ、ローカル・ディスクに書き
込まれていません。

オフ なし キャッシュされたデータで、ローカル・ディスクに書き
込む必要があるものはありません。

11 12 RJ45 管理ポート LED

各 RJ45 管理ポートには、2 つのステータス LED があります。

ステータス LED ⾊ ステータス 説明

緑色 オン ポートとアップストリーム・デバイス間で
リンクが確立されています。

11 RJ45 管理ポート・リン
ク LED

なし オフ 確立されたリンクはありません。

オレンジ色 点滅 ネット上ではトラフィックが流れています。12 RJ45 管理ポート・アク
ティビティー LED

なし オフ ネット上ではトラフィックが流れていませ
ん。

13 パワー・サプライ・アテンション LED

ステータス ⾊ 説明

オン オレンジ色 AC電源が接続されてないか、パワー・サプライが故障し
ています。

オフ なし AC 電源は接続されています。

14 AC パワーの正常な動作を表す LED

ステータス ⾊ 説明

オン 緑色 AC 電源は接続され、良好な状態です。

オフ なし AC 電源が検出されません。
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第 3 章 レール・キットの取り付け⼿順

この章には、レール・キットの取り付け手順に関する情報が含まれています。

DM/DE シリーズ 2U24、3U、4U レール・キット取り付け手順
このレールは、標準角目 4ポスト・ラック、または丸目-角目アダプター・ブラケットを使用して標準丸
目 4ポスト・ラックに取り付けることができます。始める前に、レールの PNラベル (PN: SM17A38397) を
調べ、正しいレール・タイプであることを確認します。

⾓⽬ 4 ポスト・ラックへのレールの取り付け
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丸⽬ 4 ポスト・ラックへのレールの取り付け

DM/DE シリーズ 2U12 レール・キット取り付け手順
このレール・キットを使用して、2U 12 ドライブエンクロージャーを 4ポスト・ラックに取り付けるこ
とができます。
ドライブ・シェルフディスク・シェルフドライブ・シェルフディスク・シェルフシステム4 ポスト・
ラック取り付け取り付け

始める前に

レール・キットには、以下の品目が含まれます。

• 方形穴ラックに取り付けられている位置合わせねじ付きの 4ポスト・ラック用スライド・レール・ペア
• (オプション) ラック位置合わせ用ガイド・ツール
• レールに事前に取り付けられたフラット・ヘッドM5 ねじ x 8
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• レールに事前に取り付けられた丸形ヘッドM5 ねじ x 2
• 位置合わせ用ねじ

以下の外部ボックスの PNラベルを調べ、正しいレール・タイプであることを確認します:

• 4 ポスト: SM17A38396

キットには、以下のタイプのねじが含まれています:

ハードウェアのタイプ 説明 数量

フラット・ヘッドM5 ね
じ、長さ 14 mm 6本のM5ねじを使用してレールをラックに固

定し、2 本のM5 ねじを使用してエンクロー
ジャー背面のブラケットをレール背面のブラ
ケットに接続します。

8

丸形ヘッドM5 ねじ、長
さ 12 mm このねじを使用して、レールにエンクロー

ジャーを取り付けます。

2

角目ラックの位置合わせ
用ねじ
9.4 mm (ヘッド) x 7.5 mm
(長さ)

8

丸目ラックの位置合わせ
用ねじ
7 mm (ヘッド) x 7.5 mm
(長さ)

4 隅に 2 つずつの 9.4 mmヘッドねじにより、
角目ラックのレールの位置を調整します。
注：角目ラックの位置合わせ用ねじは、レー
ルに事前に取り付けられています。

8

この⼿順について

• 角目ラックまたは丸目ラックのいずれかにエンクロージャーを取り付けることができます。
• キットに付属のねじのみを使用する必要があります。

ステップ 1. エンクロージャーをラックに取り付ける位置を決定します。
ラックの位置合わせガイド・ツールを使用して、エンクロージャーをラックのいずれか
のポストの同じレベルに取り付けます。

注：可能な場合は、ラック下部からエンクロージャーを取り付け、上方向に作業すること
で、下側のエンクロージャーを次のレール・セットを取り付けるためのガイドとして使
用できます。

ステップ 2. それぞれのレールの両端のM5ねじを取り外し、側面のブラケットを保管します。ラック内
の適切な位置合わせのために、外側の 8つの位置合わせ用ねじ (角目ラック用 9.4 mmヘッド)
はレール・フランジ内に留めたままにします。
a. 丸目ラックの場合は、事前に取り付け済みの 8個の角目ラック位置合わせ用ねじを取り外

し、8 個の丸目ラック位置合わせ用ねじを取り付けます。
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注：ご使用のラックに適合するねじを使用していてることを確認します。

b. エンクロージャーを取り付けるラックの内側にレールを配置し、レールの位置合わせ用ね
じをラックの前面ポストの穴に合わせします。

c. フランジがラック内側のレールに接触するまで、ラックの後部ポストにレールを延ば
します。

d. ラック前面にある穴からフラットヘッドM5 ねじ 1 個を挿入し、2つのフラットヘッド
M5 ねじをラック背面の穴に挿入します。

e. 他のレールでこのステップを繰り返します。

ステップ 3. レールをエンクロージャーの背面 (コネクターの端) に置きます。

注意：最大搭載時のエンクロージャーの重量は約 29 kg (65 ポンド) です。エンクロージャー
を安全に移動するには、2 人の作業員が必要です。

ステップ 4. レールに届くまで完全に、エンクロージャーを慎重にスライドさせます。

注：エンクロージャーをラック・ポストに固定するためにシェルフのエンド・キャップまた
はシステム・ベゼルを取り外すことが必要になる場合があります。その場合は、エンド・
キャップまたはベゼルを交換する必要があります。

注意：

• エンクロージャーのスライドがレールに完全に届くまで、レールを調整することが必要
になる場合があります。

• 2 本のM5 ねじを使用して、エンクロージャーをレール背面に固定します。エンクロー
ジャーのスライドが背後のレールに完全に届くように、内側レールのM5 ねじを取り
除くことが必要になる場合があります。
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注意：エンクロージャーの取り付けを完了した後、レールに追加装置を取り付けないでくだ
さい。レールは、追加重量に耐えるように設計されていません。

ステップ 5. (エンクロージャー前面の両側に事前に取り付けられている) 取り付けブラケット、ラックの
穴、レール前部の穴に 2本の丸形ヘッドM5ねじを通して、レールおよびラックの前部にエ
ンクロージャーを固定します。

ステップ 6. エンクロージャーのブラケットおよびレール・キット・ブラケットに 2本のM5ねじを挿入
することによって、レール背面にエンクロージャーを固定します。
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ステップ 7. 該当する場合は、シェルフのエンド・キャップまたはシステム・ベゼルを交換します。
ステップ 8. 取り付けとセットアップのタスクを完了するために、該当する取り付けに関する説明を参照

するか、シェルフまたはシステムのアップグレード・ガイドを参照します。
以下のThinkSystemドキュメント・インフォメーション・センターで資料を参照してください:
http://thinksystem.lenovofiles.com/help/index.jsp
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第 4 章 システムのインストールとセットアップ

インストールおよびセットアップのワークフロー概要
新しいシステムのインストールとセットアップを開始する前に、インストール・プロセスについて理解
しておくことができます。

インストールの準備
システムを取り付けるには、アカウントを作成してシステムを登録し、ライセンス・キーを取得する必要
があります。システム用に適切な数とタイプのケーブルをインベントリー収集し、特定のネットワー
ク情報を収集する必要があります。

始める前に
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Lenovo Press にアクセスし、構成されたシステムに関する追加情報に加えて、ご使用のサイト要件に関す
る情報を確認する必要があります。

Lenovo Press

ご使用のサイトで、次のコマンドを入力する必要があります。

• ストレージ・システムのラック・スペース
• ドライバー
• ネットワーク・スイッチおよびMicrosoft Windows クライアントにシステムを接続するための追

加ネットワーク・ケーブル
• USB/シリアル接続を使用しWeb ブラウザーにアクセスしてストレージ・システムを構成するク

ライアント

ステップ 1. すべてのボックスの内容物を開梱します。
ステップ 2. ストレージ・エンクロージャーからシステム・シリアル番号を記録します。

ステップ 3. 受け取ったケーブルのタイプと番号を書き留めます。
次の表は、受け取る可能性があるケーブルのタイプを示します。この表にないケーブルを
受け取った場合は、Lenovo Press を参照してケーブルを特定し、その用途を確認するため
にください。

Lenovo Press

ケーブルのタイプ コネクターのタイプ ⽤途

クラスター・インターコネク
ト・ネットワーク

10 GbE ケーブル (順序依存)

または
データ

RJ-45 (順序依存) 管理ネットワークとイーサネッ
ト・データ

ストレージ(順序依存) ストレージ

マイクロUSBコンソール・ケー
ブル

ソフトウェア・セットアップ時
のコンソール接続

電源ケーブル システムの電源投入

ステップ 4. クラスター構成ワークシートを作成します。
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ハードウェアの取り付け
必要に応じて、4 ポスト・ラックまたは Lenovo システム・キャビネットにシステムを取り付ける必
要があります。

ステップ 1. 必要に応じて、レール・キットを取り付けます。13 ページの「DM/DE シリーズ 2U24、3U、
4U レール・キット取り付け手順」

ステップ 2. レール・キットの手順を使用し、システムをインストールして保護します。

注意：システムの重さに関連する安全上の問題に注意する必要があります。

ステップ 3. ケーブル管理デバイスを取り付けます (図を参照) 。

ステップ 4. システムの前面にベゼルを配置します。

統合されたネットワーク構成の 2 コントローラー・スイッチレス・ク
ラスターの配線
コントローラー上の管理ネットワーク、UTA2 データ・ネットワーク、管理ポートは、スイッチに接続さ
れています。クラスター・インターコネクト・ポートは、両方のコントローラーに配線されています。

始める前に

スイッチへの接続時にヘルプが必要な場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。

ステップ 1. 以下の手順に従い、システムを配線します。

注：コネクターを挿入するとクリック音が聞こえます。この音が聞こえなかった場合は取
り外し、ひっくり返して再試行します。
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ステップ 各コントローラーで実⾏する⼿順 使⽤されるポート

クラスター・インターコネクト・ポートを配線します。 • e0a から e0a

• e0b から e0b

UTA2 データ・ポートをデータ・ネットワーク・スイッチ
に配線します。

• e0c および e0d

• または e0e および e0f

管理ポートを管理ネットワーク・スイッチに配線します。 • e0M

この時点では、電源コードを挿入しないでください。 適用外

ステップ 2. ストレージで配線するには、25 ページの「ドライブ・シェルフへのコントローラーの
配線」をご覧ください。

2 コントローラー・スイッチレス・クラスターの配線およびイーサネッ
ト・ネットワークの構成
コントローラー上の管理ネットワーク、イーサネット・データ・ネットワーク、管理ポートは、スイッ
チに接続されています。クラスター・インターコネクト・ポートは、両方のコントローラーに配線
されています。

始める前に

スイッチへの接続時にヘルプが必要な場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。

ステップ 1. 以下の手順に従い、システムを配線します。

注：コネクターを挿入するとクリック音が聞こえます。この音が聞こえなかった場合は取
り外し、ひっくり返して再試行します。
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ステップ 各コントローラーで実⾏する⼿順 使⽤されるポート

クラスター・インターコネクト・ポートを配線します。 • e0a から e0a

• e0b から e0b

イーサネット・データ・ポートをデータ・ネットワーク・
スイッチに配線します。

• e0c および e0d

• または e0d および e0f

管理ポートを管理ネットワーク・スイッチに配線します。 • e0M

この時点では、電源コードを挿入しないでください。 適用外

ステップ 2. ストレージで配線するには、25 ページの「ドライブ・シェルフへのコントローラーの
配線」をご覧ください。

スイッチ・クラスターの配線、統合ネットワーク構成
コントローラー上の管理ネットワーク、UTA2 データ・ネットワーク、管理ポートは、スイッチに接
続されています。クラスター・インターコネクト・ポートは、クラスター・インターコネクト・ス
イッチと繋がっています。

始める前に

スイッチへの接続時にヘルプが必要な場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。

ステップ 1. 以下の手順に従い、システムを配線します。

注：コネクターを挿入するとクリック音が聞こえます。この音が聞こえなかった場合は取
り外し、ひっくり返して再試行します。
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ステップ 各コントローラーで実⾏する⼿順 使⽤されるポート

クラスター・インターコネクト・ポートをクラスター・イ
ンターコネクト・スイッチに配線します。

• e0a

• e0b

UTA2 データ・ポートをデータ・ネットワーク・スイッチ
に配線します。

• e0c および e0d

• または e0e および e0f

管理ポートを管理ネットワーク・スイッチに配線します。 • e0M

この時点では、電源コードを挿入しないでください。 適用外

ステップ 2. ストレージで配線するには、25 ページの「ドライブ・シェルフへのコントローラーの
配線」をご覧ください。

スイッチ・クラスターの配線およびイーサネット・ネットワークの構成
コントローラー上の管理ネットワーク、イーサネット・データ・ネットワーク、管理ポートは、ス
イッチに接続されています。クラスター・インターコネクト・ポートは、クラスター・インターコネ
クト・スイッチと繋がっています。

始める前に

スイッチへの接続時にヘルプが必要な場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。

ステップ 1. 以下の手順に従い、システムを配線します。

注：コネクターを挿入するとクリック音が聞こえます。この音が聞こえなかった場合は取
り外し、ひっくり返して再試行します。
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ステップ 各コントローラーで実⾏する⼿順 使⽤されるポート

クラスター・インターコネクト・ポートをクラスター・イ
ンターコネクト・スイッチに配線します。

• e0a

• e0b

UTA2 データ・ポートをデータ・ネットワーク・スイッチ
に配線します。

• e0c および e0e

• または e0d および e0f

管理ポートを管理ネットワーク・スイッチに配線します。 • e0M

この時点では、電源コードを挿入しないでください。 適用外

ステップ 2. ストレージで配線するには、25 ページの「ドライブ・シェルフへのコントローラーの
配線」をご覧ください。

ドライブ・シェルフへのコントローラーの配線
オンボード・ドライブのみ搭載されており、外部ドライブ・シェルフがない場合は、コントローラーをド
ライブ・シェルフまたはオンボード SAS ポートに配線する必要があります。

外部ストレージを含まない 2 コントローラー・スイッチレス・クラス
ター上のストレージの配線
両方のクラスターがパートナーのオンボード・ストレージにアクセスできるように、2コントローラー・
スイッチレス・クラスターで SAS ポートをまとめて配線する必要があります。

ステップ 1. 次のステップを使用して、外部ストレージのない 2コントローラー・スイッチレス・クラス
ターで SAS ポートを配線します。

ステップ 各コントローラーで実⾏する⼿順 使⽤されるポート

SAS ポートを配線します。
• コントローラー1 0aから

コントローラー2 0bへ。

• コントローラー1 0bから
コントローラー2 0aへ。

ステップ 2. システムのセットアップを完了するには、27 ページの「システムのセットアップと構成
の完了」を参照してください。

HA ペアのストレージと外部ドライブ・シェルフの配線
シェルフ間接続を配線し、両方のコントローラーをドライブ・シェルフに配線する必要があります。
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ステップ 1. 以下のステップを使用して、HAペアと外部ドライブ・シェルフを配線します。

ステップ 各コントローラーで実⾏する⼿順 使⽤されるポート

シェルフ間ポートを配線します。

• シェルフのすぐ下にあ
る IOM A のポート 3 か
ら IOM Aのポート 1。

• シェルフのすぐ下にあ
る IOM B のポート 3 か
ら IOM Bのポート 1。

各コントローラーをスタック内の IOM Aに接続します。

• コントローラー 1ポート
0b からスタック内の最
後のドライブ・シェルフ
にある IOM Aポート 3。

• コントローラー 2ポート
0a からスタック内の最
初のドライブ・シェルフ
にある IOM Aポート 1。

各コントローラーをスタック内の IOM Bに接続します。

• コントローラー 1ポート
0a からスタック内の最
初のドライブ・シェルフ
にある IOM Bポート 1。

• コントローラー 2ポート
0b からスタック内の最
後のドライブ・シェルフ
にある IOM Bポート 3。

ドライブ・シェルフ・スタックが複数ある場合、ドライブ・シェルフ・タイプの取り付け
および配線ガイドを参照してください。
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ステップ 2. システムのセットアップを完了するには、27 ページの「システムのセットアップと構成
の完了」を参照してください。

システムのセットアップと構成の完了
システム・セットアップと構成が完了する前に、ケーブルを取り付けてWindows クライアントを構成
する必要があります。

ステップ 1. クライアントの配線と構成:
a. システムに付属のコンソール・ケーブルを使用して、コンソール・ケーブルをクライアン

トとコントローラー・モジュールのコンソール・ポートに接続します。

b. 管理サブネットのスイッチに、クライアントに接続します。

c. TCP/IP アドレスをクライアントに割り当てます。管理サブネット上にある TCP/IP アドレ
スを使用します。

ステップ 2. システムにドライブ・シェルフが 1つ以上ある場合、シェルフ ID を設定する。
a. ドライブ・シェルフの電源をオンにして、シェルフの左側にエンド・キャップを取

り外します。
b. オレンジ色のボタンを押し続け、1 桁目が点滅したら、ボタンを押して 1 桁目 (0 ～

9) を目的の数字まで進めます。
1 桁目が点滅し続けます。

c. ボタンを押し続け、2 桁目が点滅したら、ボタンを押して 2 桁目 (0 ～ 9) を目的の数
字まで進めます。
1 桁目は点滅を止め、2 桁目が点滅し続けます。

d. ボタンを押し続け、2桁目の点滅が止まったら、シェルフのエンド・キャップを取り付
け直します。
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e. 約 10 秒待機し、両方の桁が点滅し始め、LEDが点灯したら、ドライブ・シェルフの電源
サイクルを行ってシェルフ ID を有効にします。

f. 残りのドライブ・シェルフでこの手順を繰り返します。

ステップ 3. 電源コードをパワー・サプライに差し込み、異なる回路にある電源に接続します。
ステップ 4. 両方のコントローラーの電源スイッチをオンにします。

ステップ 5. クライアントのコンソール・ポートを N-8-1、ボー 115,200 に設定します。

注：コンソール・ポートを構成する方法については、クライアントのオンライン・ヘル
プを参照してください。

ステップ 6. いずれかのコントローラーに初期コントローラー管理 IP アドレスを割り当てます。

管理ネットワークの DHCP 操作

構成済み 新しいコントローラー・モジュールに割り
当てられた IP アドレスを記録します。

未構成
1. PuTTY、ターミナル・サーバー、また

はご使用の環境でこれらに相当するも
のを使用して、コンソール・セッショ
ンを開きます。

注：PuTTY を構成する方法がわからな
い場合は、クライアントのオンライン・
ヘルプを確認してください。

2. スクリプトにより求められたら、管理
IP アドレスを入力します。

ステップ 7. クライアントから System Manager を使用して、クラスターを構成します。
a. ブラウザーからコントローラー管理 IP アドレスにアクセスします (ステップ 6から)。

注：アドレスの形式は https://x.x.x.x です。

b. クラスター構成ワークシートで収集したデータを使用してシステムを構成します。
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第 5 章 ハードウェア交換⼿順

内蔵ディスク・ドライブのホット・スワップ
ディスク・ドライブで障害が発生すると、システム・システムはディスク・ドライブに障害が発生したこ
とを示す警告メッセージをシステム・コンソールに記録し、オペレーター表示パネルの障害 LEDが点灯
して、障害が発生したディスク・ドライブの障害 LEDが点灯します。システムの電源がオンの間、ディ
スク・ドライブをホット・スワップできます。

このタスクについて

ディスクをホット・スワップする方法は、ディスク・ドライブの使用方法によって異なります。適切な
手順を使用することで、不要な AutoSupport 通知が生成されるのを防ぐことができます。コンテキス
トによっては、Storage Encryption が有効なディスク・ドライブでは、ホット・スワップの前後に追加
のステップが必要なことがあります。コンテキストに適用されるコマンドについては、該当する Data
ONTAP ストレージ管理ガイドを参照してください。

サポートされているディスク・ドライブについては、Lenovo Pressを参照してください。

複数のディスク・ドライブを交換するときは、ストレージ・システムが新しい各ディスクの存在を認
識できるように、障害の発生した各ディスク・ドライブを取り外してから、交換用ディスク・ドラ
イブを取り付るまで 1 分待つ必要があります。

注：ディスク・ドライブの取り外し、取り付け、および持ち運びには、常に両手を使用してください。

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. 適切に接地します。
ステップ 2. システムの前面からベゼルをゆっくり取り外します。
ステップ 3. システム・コンソールの警告メッセージと、ディスク・ドライブで点灯している障害 LEDか

ら、障害が発生したディスク・ドライブを物理的に識別します。
ステップ 4. ディスク・ドライブの表面のリリース・ボタンを押します。

ストレージ・システムによっては、ディスク・ドライブの表面の上部または左側にリリー
ス・ボタンがあります。

たとえば、次の図は、ディスク・ドライブの表面の左側にリリース・ボタンがあるディス
ク・ドライブを示しています。
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3.0TB

3.0TB

3.0TB

ディスク・ドライブのカム・ハンドルが部分的に開き、ディスク・ドライブはミッドプ
レーンから解放されます。

ステップ 5. カム・ハンドルを完全に開いた位置まで引き、ディスク・ドライブをミッドプレーンから取
り外して、ディスク・シェルフからディスク・ドライブをゆっくりスライドさせます。
たとえば、次の図はカム・ハンドルが完全に開いた位置になっているディスク・ドライ
ブを示しています。

6.0TB

6.0TB

6.0TB

6.0TB

注：ディスク・ドライブを取り外すときは両店を使用してください。ただし、ディスク・
キャリアの下側に露出しているディスク・ドライブ・ボードに触らないでください。

ステップ 6. カムハンドルを開いた状態で、交換用のディスク・ドライブをディスク・シェルフ・スロッ
トに挿入し、ディスク・ドライブが止まるまでしっかりと押し込みます。

注：ディスク・ドライブを挿入するときは、両手を使用してください。

注：障害の発生したディスク・ドライブを取り外してから交換用ディスク・ドライブを取り
付けるまで 1 分待ちます。これにより、システムはディスク・ドライブが取り外されたこ
とを認識することができます。

ステップ 7. ディスク・ドライブがミッドプレーンに完全に装着され、ハンドルが所定の位置にカチッと
収まるように、カム・ハンドルを閉じます。
カム・ハンドルをゆっくりと閉じて、ディスク・ドライブの面に正しく合わせるようにし
てください。

ステップ 8. 別のディスク・ドライブを交換する場合は、手順 1〜 7 を繰り返します。
ステップ 9. ベゼルを再度取り付けます。
ステップ 10.キットに付属する RMA の手順で説明されているように、障害が起きた部品を Lenovo に

返却してください。
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RMA 番号または交換手順でその他のヘルプが必要な場合は、Lenovo サポート までお問
い合わせください。

キャッシュ・モジュールの交換
モジュールがオフラインに移行した旨の 1つの AutoSupport (ASUP) メッセージがシステムで登録された
場合、コントローラー・モジュールのキャッシュ・モジュールを交換する必要があります。これを実
施しない場合、パフォーマンスが低下します。

始める前に

システム内の他のすべてのコンポーネントが正しく機能することが必要です。そうでない場合は、テクニ
カル・サポートにご連絡ください。

プロバイダーから受け取った交換用 FRU コンポーネントにより、障害が発生したコンポーネントを
交換する必要があります。

ワークフローの図
この図は、システムのキャッシュ・モジュール交換手順のワークフローを示しています。
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機能低下状態のコントローラーのシャットダウン
機能低下状態のコントローラーは、ストレージ・システム・ハードウェア構成に応じて、さまざまな手順
でシャットダウンまたはテイクオーバーできます。

コントローラーのシャットダウン
機能低下状態のコントローラーをシャットダウンするには、ノードのステータスを確認し、必要に応
じて、正常な状態のノードが機能低下状態のノードからストレージにデータを提供し続けるように
ノードをテイクオーバーする必要があります。

始める前に

• 3 つ以上のコントローラーを搭載したクラスターがある場合は、詳細モードでヘルスとイプシロン
を確認します。cluster show -epsilon*
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• クラスターがクォーラム内にない場合、または障害コントローラーではないコントローラーで、資格と
正常性について falseが表示された場合、次のステップに進む前に、問題を解消する必要があります。

• イプシロンが機能低下状態のコントローラーに存在する場合
1. イプシロンを元の機能低下状態のコントローラーから削除します (cluster modify -node degraded_node

-epsilon false )
2. イプシロンをクラスター内の正常状態のコントローラーに割り当てます (cluster modify -node

healthy_node -epsilon true)。

このタスクについて

交換する前に、キャッシュ・モジュールの内容を消去することができます。

ステップ 1. キャッシュ・モジュール上のデータは暗号化されていますが、障害のあるキャッシング・モ
ジュールからのデータを消去して、キャッシュ・モジュールにデータが含まれていないこ
とを確認してもよいでしょう。
a. モジュールのデータを消去します: system node flash-cache secure-erase run

b. モジュールからのデータが消去されたことを確認します: system node flash-cache secure-
erase show -node node_name

出力にはキャッシュ・モジュールのステータスが erasedとして示されます。

ステップ 2. 機能低下状態のコントローラーが HAペアの一部である場合は、次のコマンドを使用して
正常状態のコントローラーのコンソールからの自動ギブバックを無効にします: storage
failover modify -node local -auto-giveback false

ステップ 3. 機能低下状態のコントローラーの RJ45 管理ポートから storage failover takeover <impaired node
name> を入力して、機能低下状態のコントローラーで自動起動ローダーのプロンプトを
表示します。

機能低下状態のコントローラーの表示内容 操作

LOADER プロンプト 次のステップに進みます。

Waiting for giveback... (ギブバックを待機し
ています...) プロンプトが表示されたら、Ctrl + C を押し

て、y と入力します。

システム・プロンプトまたはパスワード・
プロンプト

機能低下状態のコントローラーをテイク
オーバーまたは停止します。

• 正常状態のコントローラーから機能低下
状態のコントローラーにテイクオーバー
します: storage failover takeover -ofnode
impaired_node_name機能低下状態のコント
ローラーに Waiting for giveback... (ギブ
バックを待機しています...) と表示された
場合、Ctrl-C を押し、yで応答します。

システムを開く
コントローラー内部のコンポーネントにアクセスするには、まずシステムからコントローラー・モジュー
ルを取り外し、コントローラー・モジュールのカバーを取り外す必要があります。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。
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• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. フックを緩め、ケーブルをストラップを使用してケーブル管理デバイスに結び付け、システ

ム・ケーブルと SFP (必要な場合) をコントローラー・モジュールから抜きます。ケーブルが
どこに接続されていたのか記録します。
ケーブルをケーブル管理デバイスに残しておくと、ケーブル管理デバイスを再インストール
する際、ケーブルをまとめやすくなります。

ステップ 3. コントローラー・モジュールの左右両側にあるケーブル管理デバイスを取り外し、脇に置
きます。

ステップ 4. カム・ハンドル上のラッチがリリースされるまで押して、カム・ハンドルを完全に開いて
コントローラー・モジュールを中央盤からリリースし、両手を使ってシャーシからコント
ローラー・モジュールを引き出します。
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ステップ 5. コントローラー・モジュールをひっくり返し、表面が平らで安定した場所に置きます。
ステップ 6. カバーを外すには、青色のタブをスライドさせてカバーを開き、カバーを上に振って開

きます。
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キャッシュ・モジュールの交換
コントローラーのラベルでM.2 PCIe カードと示されているキャッシュ・モジュールを交換するには、
コントローラー内のスロットを見つけ、特定の手順に従います。

始める前に

ストレージ・システムは、状況に応じて特定の条件を満たす必要があります。

• 取り付けるキャッシュ・モジュールに適したオペレーティング・システムが必要です。
• キャッシュ容量をサポートする必要があります。
• ストレージ・システム内の他のすべてのコンポーネントが、正しく機能する必要があります。正しく機

能しない場合は、テクニカル・サポートにお問い合わせください。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. コントローラー・モジュール裏のキャッシュ・モジュールを特定し、取り外します。

a. リリース・タブを押します。
b. ヒートシンクを取り外します。
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ステップ 3. 設置場所からキャッシュ・モジュールをゆっくり、かつ真っ直ぐに引き抜きます。
ステップ 4. コントローラーに新しいキャッシュ・モジュールを取り付け、端を設置場所のソケットに合

わせてゆっくり押し込みます。
ステップ 5. キャッシュ・モジュールが正面を向き、ソケット内に完全に入っていることを確認します。

必要な場合はキャッシュ・モジュールを取り外し、ソケットに再取り付けします。
ステップ 6. ヒートシンクの位置を変えて下に押し込み、キャッシュ・モジュールの設置場所上のロッ

ク・ボタンで開かないようにします。
ステップ 7. 必要な場合は、コントローラー・モジュールのカバーを閉じます。

コントローラー・モジュールの再取り付け
コントローラー・モジュールの部品の交換後、シャーシに再取り付けします。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. まだしていない場合は、コントローラー・モジュールのカバーを交換します。
ステップ 3. コントローラー・モジュールの端をシャーシの開口部を合わせ、コントローラー・モジュー

ルを途中までシステム内にゆっくりと押します。
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注：指示があるまで、コントローラー・モジュールをシャーシに完全に挿入しないでく
ださい。

ステップ 4. 必要に応じて、システムを再配線します。
光ファイバー・ケーブルを使用している場合、メディア・コンバーター (SFP) を取り外し
たらそれらを再取り付けしてください。

ステップ 5. 以下の手順を実行してコントローラー・モジュールの再取り付けを実行します。

コントローラー・モジュールは、シャーシ内に完全に装着されると、すぐにブートを開始し
ます。ブート・プロセスを中断する準備をしておいてください。
1. カム・ハンドルを開位置にした状態で、コントローラー・モジュールがミッドプレー

ンに到達して完全に装着されるまでしっかりと押し、カム・ハンドルをロック位置ま
で閉じます。

注意：コントローラー・モジュールをシャーシにスライドさせるときに力をかけすぎな
いでください。コントローラーが破損する可能性があります。
コントローラーは、シャーシ内に装着されると、すぐにブートを開始します。

2. まだしていない場合、ケーブル管理デバイスを再取り付けします。
3. 面ファースナー付きストラップを使用してケーブルを結び付けます。
4. ブート・メニューで Press Ctrl-Cと表示されたら、Ctrl-C を押してブート・プロセスを

中断します。
5. boot_ontap menu と入力します。
6. 保守モードで起動するように表示され、メニューからオプション 5を選択します。

システム・レベル診断の実行
新しいキャッシュ・モジュールを取り付けた後、診断を実行する必要があります。

始める前に

保守メニューを表示してシステム・レベル診断プログラムを開始するには、システムが LOADER プロン
プトになっている必要があります。

このタスクについて

診断手順のすべてのコマンドは、コンポーネントを交換するコントローラーから発行されます。

ステップ 1. 点検するコントローラーが LOADER プロンプトになっていない場合は、以下の手順に従
います。
a. halt と入力して保守モードで起動するオプションを選択します。
b. LOADER プロンプトが表示されたら、boot_ontap メニューを入力します。
c. システムが選択メニューに表示されたら、オプション5を選択して保守モードに入ります。

ステップ 2. sldiag device run -dev fcacheと入力してキャッシュ・モジュール上で診断を実行します。
ステップ 3. キャッシュ・モジュールの交換によってハードウェアの問題が発生していないことを確認

します (sldiag device status -dev fcache -long -state failed)。
テストの失敗がない場合は、システム・レベル診断がプロンプトに戻ります。それ以外の場
合、コンポーネントのテストの結果得られた障害のフル・ステータスがリストされます。
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ステップ 4. 前の手順の結果に基づいて進みます。

システム・レベル診断テストの結果 操作

エラーなしで完了した 1. ステータス・ログをクリアします (sldiag
device clearstatus)。

2. ログがクリアされたことを確認します
(sldiag device status)。
以下のデフォルトの応答が表示されま
す。SLDIAG: No log messages are present.

3. halt と入力して保守モードを終了しま
す。
コントローラーに LOADER プロンプト
が表示されます。

4. コントローラーによってONTAP が自動
的に開始されない場合、LOADER プロ
ンプトからコントローラーを起動しま
す。boot_ontap

5. storage failover giveback -ofnode
replacement_node_nameと入力し、コント
ローラーを通常動作に戻します。

いくつかのテストが失敗した 問題の原因を特定します。
1. halt と入力して保守モードを終了しま

す。
2. コマンドを発行したら、システムが

LOADER プロンプトで止まるまで待ち
ます。

3. システム・レベル診断を実行するため
に識別されたすべての考慮事項に従って
いること、ケーブルがしっかり接続され
ていること、ハードウェア・コンポーネ
ントがストレージ・システムに適切に取
り付けられていることを確認します。

4. 保守を行うコントローラー・モジュー
ルを起動します。LOADER メニューを
表示するように求められたら、Ctrl-Cを
押してブートを中断します。前の手順で
コントローラーを削除した場合、保守
を行うコントローラー・モジュールを
シャーシに完全に固定します。完全に装
着されるとコントローラー・モジュー
ルのブートが完了します。

5. boot_diagsと入力して、保守モードでの
起動を選択します。

6. キャッシュ・モジュールでシステム・
レベル診断を実行するために必要なす
べての手順を繰り返します。

7. 次のコマンドを入力して、保守モード
を終了します。halt
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システム・レベル診断テストの結果 操作

コマンドを発行したら、システムが
LOADER プロンプトで止まるまで待ち
ます。

8. システム・レベル診断テストを再実行
します。

交換プロセスの完了
部品を交換したら、キットに付属する RMA の手順で説明されているように、障害が起きた部品を
Lenovo に戻すことができます。RMA番号または交換手順でその他のヘルプが必要な場合は、Lenovo サ
ポート までお問い合わせください。

NVMEM バッテリーの交換
システムのNVMEMバッテリーを交換するには、システムからコントローラー・モジュールを取り外して
開き、バッテリーを交換した後、コントローラー・モジュールを閉じて再取り付けする必要があります。

システム内の他のすべてのコンポーネントが正しく機能することが必要です。そうでない場合は、テクニ
カル・サポートにご連絡ください。

ワークフローの図
次の図は、NVMEMバッテリー交換手順のワークフローを示しています。
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機能低下状態のコントローラーのシャットダウン
機能低下状態のコントローラーは、ストレージ・システム・ハードウェア構成に応じて、さまざまな手順
でシャットダウンまたはテイクオーバーできます。

コントローラーのシャットダウン
機能低下状態のコントローラーをシャットダウンするには、コントローラーのステータスを確認し、必要
に応じて、正常な状態のコントローラーが機能低下状態のコントローラーのストレージにデータを提供し
続けるようにそのコントローラーをテイクオーバーする必要があります。

始める前に
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• 3 つ以上のコントローラーを搭載したクラスターがある場合は、詳細モードでヘルスとイプシロン
を確認します。cluster show -epsilon*

• クラスターがクォーラム内にない場合、または障害コントローラーではないコントローラーで、資格と
正常性について falseが表示された場合、次のステップに進む前に、問題を解消する必要があります。

• イプシロンが機能低下状態のコントローラーに存在する場合
1. イプシロンを元の機能低下状態のコントローラーから削除します (cluster modify -node degraded_node

-epsilon false )
2. イプシロンをクラスター内の正常状態のコントローラーに割り当てます (cluster modify -node

healthy_node -epsilon true)。

ステップ 1. 機能低下状態のコントローラーが HAペアの一部である場合は、次のコマンドを使用して
正常状態のコントローラーのコンソールからの自動ギブバックを無効にします: storage
failover modify -node local -auto-giveback false

ステップ 2. haltと入力し、機能低下状態のコントローラーで LOADER プロンプトを表示します。

機能低下状態のコントローラーの表示内容 操作

LOADER プロンプト 次のステップに進みます。

Waiting for giveback... (ギブバックを待機し
ています...) プロンプトが表示されたら、Ctrl + C を押し

て、y と入力します。

システム・プロンプトまたはパスワード・
プロンプト

機能低下状態のコントローラーをテイク
オーバーまたは停止します。

• HAペアで、正常状態のコントローラーか
ら機能低下状態のコントローラーにテイ
クオーバーします (storage failover takeover
-ofnode impaired_node_name )。
機能低下状態のコントローラーに Waiting
for giveback... (ギブバックを待機してい
ます...) と表示された場合、Ctrl-C を押
し、y で応答します。

ステップ 3. パワー・サプライの電源をオフにし、電源から機能低下状態のコントローラーの電源コー
ドを取り外します。

システムを開く
コントローラー内部のコンポーネントにアクセスするには、まずシステムからコントローラー・モジュー
ルを取り外し、コントローラー・モジュールのカバーを取り外す必要があります。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. フックを緩め、ケーブルをストラップを使用してケーブル管理デバイスに結び付け、システ

ム・ケーブルと SFP (必要な場合) をコントローラー・モジュールから抜きます。ケーブルが
どこに接続されていたのか記録します。
ケーブルをケーブル管理デバイスに残しておくと、ケーブル管理デバイスを再インストール
する際、ケーブルをまとめやすくなります。
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ステップ 3. コントローラー・モジュールの左右両側にあるケーブル管理デバイスを取り外し、脇に置
きます。

ステップ 4. カム・ハンドル上のラッチがリリースされるまで押して、カム・ハンドルを完全に開いて
コントローラー・モジュールを中央盤からリリースし、両手を使ってシャーシからコント
ローラー・モジュールを引き出します。

ステップ 5. コントローラー・モジュールをひっくり返し、表面が平らで安定した場所に置きます。
ステップ 6. カバーを外すには、青色のタブをスライドさせてカバーを開き、カバーを上に振って開

きます。
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NVMEM バッテリーの交換
システムのNVMEMバッテリーの交換するには、障害の発生したNVMEMバッテリーをシステムから取
り外し、新しい NVMEMバッテリーと交換する必要があります。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. NVMEM LED を確認します:

•

NV

注意：システムを停止するとき、フラッシュ・メモリーにコンテンツをデステージしてい
る間NVRAM LEDが点滅します。デステージが完了すると、LEDがオフになります。

– クリーン・シャットダウンせずに電源が失われた場合、デステージが完了するまで
NVMEM LED が点滅した後、LED がオフになります。
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– LED がオンで電源がオンの場合、書き込まれていないデータは NVMEMに格納され
ます。これは通常、ONTAP が正常にブートされた後の制御されていないシャットダ
ウン中に発生します。

ステップ 3. コントローラー・モジュールで NVMEMバッテリーの位置を確認します。

ステップ 4. バッテリーの位置を特定し、バッテリー・プラグの表面にあるクリップを接続および押し込ん
でソケットからプラグを解放した後、ソケットからバッテリー・ケーブルを取り外します。

ステップ 5. コントローラー・モジュールからバッテリーを取り外して脇に置いておきます。
ステップ 6. パッケージから交換用バッテリーを取り外します。
ステップ 7. バッテリー・ケーブルをバッテリー・ホルダー側面のケーブル・チャネルに巻き付けます。
ステップ 8. バッテリー・ホルダーのキー突起部の位置をシート・メタル側面の「V」の切り欠きに合

わせることで、バッテリー・パックの位置を調整します。
ステップ 9. 側面のサポート・タブのフックがバッテリー・パックのスロットにはまり、バッテリー・

パックのラッチが側面の開口部にカチッと音がして収まるまで、バッテリー・パックをシー
ト・メタル側面に沿って下にスライドします。

ステップ 10.バッテリー・プラグをコントローラー・モジュールに差し込みます。

コントローラー・モジュールの再取り付け
コントローラー・モジュールの部品の交換後、シャーシに再取り付けします。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。
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• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. まだしていない場合は、コントローラー・モジュールのカバーを交換します。
ステップ 3. コントローラー・モジュールの端をシャーシの開口部を合わせ、コントローラー・モジュー

ルを途中までシステム内にゆっくりと押します。

注：指示があるまで、コントローラー・モジュールをシャーシに完全に挿入しないでく
ださい。

ステップ 4. 必要に応じて、システムを再配線します。
光ファイバー・ケーブルを使用している場合、メディア・コンバーター (SFP) を取り外し
たらそれらを再取り付けしてください。

ステップ 5. 以下の手順を実行してコントローラー・モジュールの再取り付けを実行します。

コントローラー・モジュールは、シャーシ内に完全に装着されると、すぐにブートを開始し
ます。ブート・プロセスを中断する準備をしておいてください。
1. カム・ハンドルを開位置にした状態で、コントローラー・モジュールがミッドプレー

ンに到達して完全に装着されるまでしっかりと押し、カム・ハンドルをロック位置ま
で閉じます。

注意：コントローラー・モジュールをシャーシにスライドさせるときに力をかけすぎな
いでください。コントローラーが破損する可能性があります。
コントローラーは、シャーシ内に装着されると、すぐにブートを開始します。

2. まだしていない場合、ケーブル管理デバイスを再取り付けします。
3. 面ファースナー付きストラップを使用してケーブルを結び付けます。
4. ブート・メニューで Press Ctrl-Cと表示されたら、Ctrl-C を押してブート・プロセスを

中断します。
5. boot_ontap menu と入力します。
6. 保守モードで起動するように表示され、メニューからオプション 5を選択します。

システム・レベル診断の実行
新しい NVMEMバッテリーを取り付けた後、診断を実行する必要があります。

始める前に

保守メニューを表示してシステム・レベル診断プログラムを開始するには、システムが LOADER プロン
プトになっている必要があります。

このタスクについて

診断手順のすべてのコマンドは、コンポーネントを交換するコントローラーから発行されます。

ステップ 1. LOADER プロンプトで、boot_ontap メニューを入力します。
ステップ 2. 表示されたメニューからオプション 5を選択し、システム・レベル診断が正しく機能するた

めに特別に設計された特殊なドライバーにアクセスします。ブート・プロセス中、保守モー
ド・プロンプト (*>) が表示されるまではプリンプとに安全に yで応答できます。

ステップ 3. sldiag device run -dev nvmem と入力して NVMEMメモリーで診断を実行します。
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ステップ 4. NVMEMバッテリーの交換によってハードウェアの問題が発生していないことを確認します
(sldiag device status -dev nvmem -long -state failed)。
テストの失敗がない場合は、システム・レベル診断がプロンプトに戻ります。それ以外の場
合、コンポーネントのテストの結果得られた障害のフル・ステータスがリストされます。

ステップ 5. 前の手順の結果に基づいて進みます。

システム・レベル診断テストの結果 操作

エラーなしで完了した 1. ステータス・ログをクリアします (sldiag
device clearstatus)。

2. ログがクリアされたことを確認します
(sldiag device status)。
以下のデフォルトの応答が表示されま
す。SLDIAG: No log messages are present.

3. halt と入力して保守モードを終了しま
す。
コントローラーに LOADER プロンプト
が表示されます。

4. LOADER プロンプトからコントロー
ラーを起動します (boot_ontap)。

5. storage failover giveback -ofnode
replacement_node_nameと入力し、コント
ローラーを通常動作に戻します。

いくつかのテストが失敗した 問題の原因を特定します。
1. halt と入力して保守モードを終了しま

す。
2. コマンドを発行したら、システムが

LOADER プロンプトで止まるまで待ち
ます。

3. システム・レベル診断を実行するため
に識別されたすべての考慮事項に従って
いること、ケーブルがしっかり接続され
ていること、ハードウェア・コンポーネ
ントがストレージ・システムに適切に取
り付けられていることを確認します。

4. 保守するコントローラー・モジュール
をシャーシにしっかり装着します。完
全に装着されるとコントローラー・モ
ジュールのブートが完了します。

5. 保守を行うコントローラー・モジュー
ルを起動します。LOADER プロンプト
を表示するように求められたら、Ctrl-C
を押してブートを中断します。

6. boot_ontapメニューを入力します。
7. メニューから保守モードでブートを選

択します。
8. 次のコマンドを入力して、保守モード

を終了します。halt
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システム・レベル診断テストの結果 操作

コマンドを発行したら、システムが
LOADER プロンプトで止まるまで待ち
ます。

9. システム・レベル診断テストを再実行
します。

交換プロセスの完了
部品を交換したら、キットに付属する RMA の手順で説明されているように、障害が起きた部品を
Lenovo に戻すことができます。RMA番号または交換手順でその他のヘルプが必要な場合は、Lenovo サ
ポート までお問い合わせください。

パワー・サプライの交換
パワー・サプライの交換時には、電源のオフ、取り外し、古いパワー・サプライの取り外し、交換用パ
ワー・サプライの取り付け、接続、電源をオンにする作業があります。

始める前に

システム内の他のすべてのコンポーネントが正しく機能することが必要です。そうでない場合は、テクニ
カル・サポートにご連絡ください。

このタスクについて

• パワー・サプライは、冗長でホット・スワップ可能です。
• この手順は、一度に 1 つのパワー・サプライを交換するためのものです。
• パワー・サプライは、オートレンジ対応です。

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. コンソール・エラー・メッセージまたはパワー・サプライの LED に基づいて、交換するパ
ワー・サプライを特定します。

ステップ 2. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 3. パワー・サプライの電源をオフにし、電源コードを取り外します。

a. 新しいパワー・サプライの電源スイッチをオフにします。
b. 電源ケーブル保持具を開いて、パワー・サプライから電源ケーブルを抜きます。
c. 電源から電源ケーブルを抜きます。

ステップ 4. パワー・サプライのカム・ハンドルのラッチを押し込んでから、カム・ハンドルを開いて
ミッド・プレーンからパワー・サプライを完全に解放します。
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ステップ 5. カム・ハンドルを使用して、システムからパワー・サプライをスライドさせて外します。

警告：
ディスク・ドライブを取り外すときは、必ず両⼿を使って重さを⽀えます。

ステップ 6. 新しいパワー・サプライのオン/オフ・スイッチが「オフ」位置にあることを確認します。
ステップ 7. 両手を使ってパワー・サプライの端を支え、システム・シャーシの開口部と位置を合わせま

す。次にカム・ハンドルを使用して、パワー・サプライをシャーシに慎重に押し込みます。
パワー・サプライには切り欠きがあり、取り付けられるのは 1方向のみです。

注意：パワー・サプライをシステム内にスライドさせるときに力をかけすぎないでくださ
い。コネクターを損傷するおそれがあります。

ステップ 8. カム・ハンドルを閉じラッチがカチッと音を立ててロック位置にはまると、パワー・サ
プライが完全に装着されます。

ステップ 9. パワー・サプライの配線を再接続します。
a. 電源ケーブルをパワー・サプライと電源に再接続します。
b. 電源ケーブル保持具を使用して電源ケーブルをパワー・サプライに固定します。

ステップ 10.新しいパワー・サプライの電源をオンにし、パワー・サプライの活動 LED で動作を確認
します。
パワー・サプライがオンラインになると、パワー・サプライ LEDが点灯します。オレンジ色
の障害LEDをオフにし、各パワー・サプライのDC正常ライトが点灯したことを確認します。

ワークフローの図
次の図は、システムのパワー・サプライ交換手順のワークフローを示しています。
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交換プロセスの完了
部品を交換したら、キットに付属する RMA の手順で説明されているように、障害が起きた部品を
Lenovo に戻すことができます。RMA番号または交換手順でその他のヘルプが必要な場合は、Lenovo サ
ポート までお問い合わせください。

コントローラー・モジュールの交換
交換する際は、以下の前提条件を確認する必要があります。

始める前に

• すべてのディスク・シェルフが正常に動作している必要があります。
• 正常状態のコントローラーが、交換するコントローラー (この手順では機能低下状態のコントロー

ラーと呼んでいます) をテイクオーバーできる必要があります。

このタスクについて

• この手順には、システム構成に基づき、ディスクを自動または手動で交換用コントローラーに再割り当
てするステップが示されています。この手順の指示通りに、ディスクを再割り当てします。

• プロバイダーから受け取った交換用 FRU コンポーネントにより、障害が発生したコンポーネントを
交換する必要があります。

• 同じモデル・タイプのコントローラー・モジュールを交換する必要があります。コントローラー・モ
ジュールを交換するだけでは、システムはアップグレードされません。

• この手順の一環として、ディスクまたはディスク・シェルフは変更できません。
• この手順でブート・デバイスは、古いコントローラーと同じONTAP バージョンで起動するよう、機能

低下状態のコントローラーから交換用コントローラーへと移行します。
• これらの手順で示されたコマンドを適切なシステムで適用することが重要です。

– 機能低下状態のコントローラーとは、交換するコントローラーのことです。
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– 交換用コントローラーとは、機能低下状態のコントローラーを置き換える新しいコントロー
ラーを指します。

– 正常状態のコントローラーとは、存続するコントローラーを指します。
• 機能低下状態のコントローラーのコンソール出力を、必ずテキスト・ファイルで保管する必要がありま

す。これを記録することにより、交換中に生じた問題をトラブルシューティングできます。

ワークフローの図
次の図は、システムのコントローラー・モジュール交換手順のワークフローを示しています。
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機能低下状態のコントローラーのシャットダウン
機能低下状態のコントローラーは、ストレージ・システム・ハードウェア構成に応じて、さまざまな手順
でシャットダウンまたはテイクオーバーできます。

コントローラーのシャットダウン
機能低下状態のコントローラーをシャットダウンするには、コントローラーのステータスを確認し、必要
に応じて、正常な状態のコントローラーが機能低下状態のコントローラーのストレージにデータを提供し
続けるようにそのコントローラーをテイクオーバーする必要があります。
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始める前に

• 3 つ以上のコントローラーを搭載したクラスターがある場合は、詳細モードでヘルスとイプシロン
を確認します。cluster show -epsilon*

• クラスターがクォーラム内にない場合、または障害コントローラーではないコントローラーで、資格と
正常性について falseが表示された場合、次のステップに進む前に、問題を解消する必要があります。

• イプシロンが機能低下状態のコントローラーに存在する場合
1. イプシロンを元の機能低下状態のコントローラーから削除します (cluster modify -node degraded_node

-epsilon false )
2. イプシロンをクラスター内の正常状態のコントローラーに割り当てます (cluster modify -node

healthy_node -epsilon true)。

ステップ 1. 機能低下状態のコントローラーが HAペアの一部である場合は、次のコマンドを使用して
正常状態のコントローラーのコンソールからの自動ギブバックを無効にします: storage
failover modify -node local -auto-giveback false

ステップ 2. haltと入力し、機能低下状態のコントローラーで LOADER プロンプトを表示します。

機能低下状態のコントローラーの表示内容 操作

LOADER プロンプト 次のステップに進みます。

Waiting for giveback... (ギブバックを待機し
ています...) プロンプトが表示されたら、Ctrl + C を押し

て、y と入力します。

システム・プロンプトまたはパスワード・
プロンプト

機能低下状態のコントローラーをテイク
オーバーまたは停止します。

• HAペアで、正常状態のコントローラーか
ら機能低下状態のコントローラーにテイ
クオーバーします (storage failover takeover
-ofnode impaired_node_name )。
機能低下状態のコントローラーに Waiting
for giveback... (ギブバックを待機してい
ます...) と表示された場合、Ctrl-C を押
し、y で応答します。

ステップ 3. パワー・サプライの電源をオフにし、電源から機能低下状態のコントローラーの電源コー
ドを取り外します。

コントローラー・モジュール・ハードウェアの交換
コントローラー・モジュール・ハードウェアを交換するには、機能低下状態のコントローラーを取り外し
て、FRUコンポーネントを交換用コントローラー・モジュールに移動し、シャーシに交換用コントロー
ラー・モジュールを取り付けて、システムを保守モードで起動します。
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システムを開く
コントローラー・モジュールを交換するには、まずシャーシから古いコントローラー・モジュールを
取り外す必要があります。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. フックを緩め、ケーブルをストラップを使用してケーブル管理デバイスに結び付け、システ

ム・ケーブルと SFP (必要な場合) をコントローラー・モジュールから抜きます。ケーブルが
どこに接続されていたのか記録します。
ケーブルをケーブル管理デバイスに残しておくと、ケーブル管理デバイスを再インストール
する際、ケーブルをまとめやすくなります。

ステップ 3. コントローラー・モジュールの左右両側にあるケーブル管理デバイスを取り外し、脇に置
きます。
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ステップ 4. ケーブルの取り外し後、システムに SFP モジュールを残していた場合、新しいコントロー
ラー・モジュールに移動させます。

ステップ 5. カム・ハンドル上のラッチがリリースされるまで押して、カム・ハンドルを完全に開いて
コントローラー・モジュールを中央盤からリリースし、両手を使ってシャーシからコント
ローラー・モジュールを引き出します。

ステップ 6. コントローラー・モジュールをひっくり返し、表面が平らで安定した場所に置きます。
ステップ 7. カバーを外すには、青色のタブをスライドさせてカバーを開き、カバーを上に振って開

きます。
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NVMEM バッテリーの移動
古いコントローラー・モジュールから新しいコントローラー・モジュールに NVMEMバッテリーを移
動するには、特定の順序でステップを実行する必要があります。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. NVMEM LED を確認します:

•

NV

注意：システムを停止するとき、フラッシュ・メモリーにコンテンツをデステージしてい
る間NVRAM LEDが点滅します。デステージが完了すると、LEDがオフになります。

– クリーン・シャットダウンせずに電源が失われた場合、デステージが完了するまで
NVMEM LED が点滅した後、LED がオフになります。

– LED がオンで電源がオンの場合、書き込まれていないデータは NVMEMに格納され
ます。これは通常、ONTAP が正常にブートされた後の制御されていないシャットダ
ウン中に発生します。
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ステップ 2. コントローラー・モジュールで NVMEMバッテリーの位置を確認します。

ステップ 3. バッテリーの位置を特定し、バッテリー・プラグの表面にあるクリップを接続および押し込ん
でソケットからプラグを解放した後、ソケットからバッテリー・ケーブルを取り外します。

ステップ 4. バッテリーを持ち、PUSHのマークがある青色のロッキング・タブを押して、バッテリーをホ
ルダーおよびコントローラー・モジュールから持ち上げます。

ステップ 5. 交換用コントローラー・モジュールに NVMEMバッテリーを移動します。
ステップ 6. バッテリー・ケーブルをバッテリー・ホルダー側面のケーブル・チャネルに巻き付けます。
ステップ 7. バッテリー・ホルダーのキー突起部の位置をシート・メタル側面の「V」の切り欠きに合

わせることで、バッテリー・パックの位置を調整します。
ステップ 8. 側面のサポート・タブのフックがバッテリー・パックのスロットにはまり、バッテリー・

パックのラッチが側面の開口部にカチッと音がして収まるまで、バッテリー・パックをシー
ト・メタル側面に沿って下にスライドします。

ブート・メディアの移動
ブート・メディアの位置を確認し、手順に従って古いコントローラー・モジュールから取り外して新し
いコントローラー・モジュールに挿入します。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m
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ステップ 1. 次の図またはコントローラー・モジュールの FRU マップを使用して、ブート・メディ
アの位置を特定してください。

ステップ 2. 埋め込まれたブート・メディアの青いボタンを押して取り外せるようにし、ブート・メディ
アのソケットから真っ直ぐに引いて慎重に取り出します。

注：ソケットやブート・メディアに損傷を与える可能性があるため、ブート・メディアを捻
る、または真上に向かって引かないようにします。

ステップ 3. ブート・メディアを新しいコントローラー・モジュールの位置にまで移動させ、端をソ
ケットに合わせて慎重に押し込みます。

ステップ 4. ブート・メディアが正面を向き、ソケットに完全にはまっていることを確認します。
必要な場合は、ブート・メディアを取り外して再びソケットに取り付け直します。

ステップ 5. 取り付け場所のロック・ボタンにかみ合うまで、ブート・メディアを押し込みます。

DIMM の移動
DIMMを移動するには、位置を特定して古いコントローラー・モジュールから交換用コントローラー・モ
ジュールに移動する手順に従う必要があります。

始める前に

古いコントローラー・モジュールから新しいコントローラー・モジュールの対応するスロットにDIMMを
直接移動するには、新しいコントローラー・モジュールの準備ができている必要があります。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m
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ステップ 1. コントローラー・モジュールの DIMMの位置を確認します。

注：LED の状態を使用して各DIMMが正常に作動していることを確認します。

ステップ 2. ソケット内の DIMMの向きに注意し、DIMMを正しい向きになるように交換用コントロー
ラー・モジュールに挿入します。

ステップ 3. DIMMのいずれかの側の 2つの DIMMイジェクト・タブをゆっくりと押して離し、スロット
から DIMMを押し出して、スロットから DIMMをスライドさせます。

注意：DIMM回路ボード上のコンポーネントへの負荷を避けるために、DIMMの端を慎重
に持ちます。

次の図は、システム DIMM の位置を示しています。

ステップ 4. 必要に応じて、ステップを繰り返して追加の DIMMを取り外します。
ステップ 5. NVMEMバッテリーが新しいコントローラー・モジュールに接続されていないことを確認

します。
ステップ 6. ここで、DIMMを取り付けるスロットの位置を確認します。
ステップ 7. コネクターにある DIMMイジェクト・タブがオープン位置になっていることを確認し、

DIMM をスロットにまっすぐと挿入します。
DIMMは、スロットにしっかりと、ただしスムーズに挿入する必要があります。上手くいか
ない場合、スロットに DIMMを合わせ直して挿入してください。

注意：目視で、DIMMがスロットに均等かつ完全に挿入されていることを確認します。

ステップ 8. 残りの DIMM でこれらのステップを繰り返します。

第 5 章 . ハードウェア交換手順 59



ステップ 9. NVMEMバッテリー・プラグ・ソケットの位置を確認し、バッテリー・ケーブル・プラグの
表面のクリップを押し込んでソケットに挿入します。
プラグがコントローラー・モジュールにロックされていることを確認します。

キャッシュ・モジュールの移動 (ある場合)
システムにキャッシュ・モジュールがある場合、古いコントローラー・モジュールから交換用コントロー
ラー・モジュールにキャッシュ・モジュールを移動する必要があります。キャッシング・モジュールは、
コントローラー・モジュール・ラベルに「M.2 PCIe カード」と記載されています。

始める前に

キャッシング・モジュールを古いコントローラー・モジュールから新しいコントローラー・モジュールの
対応スロットに直接移動させるため、新しいコントローラー・モジュールを準備する必要があります。ス
トレージ・システム内の他のすべてのコンポーネントが、正しく機能する必要があります。正しく機能
しない場合は、テクニカル・サポートにお問い合わせください。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. コントローラー・モジュール裏のキャッシュ・モジュールを特定し、取り外します。
a. リリース・タブを押します。
b. ヒートシンクを取り外します。
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ステップ 2. 設置場所からキャッシュ・モジュールをゆっくり、かつ真っ直ぐに引き抜きます。
ステップ 3. コントローラーに新しいキャッシュ・モジュールを取り付け、端を設置場所のソケットに合

わせてゆっくり押し込みます。
ステップ 4. キャッシュ・モジュールが正面を向き、ソケット内に完全に入っていることを確認します。

必要な場合はキャッシュ・モジュールを取り外し、ソケットに再取り付けします。
ステップ 5. ヒートシンクの位置を変えて下に押し込み、キャッシュ・モジュールの設置場所上のロッ

ク・ボタンで開かないようにします。
ステップ 6. 必要な場合は、コントローラー・モジュールのカバーを閉じます。

コントローラーの取り付け
古いコントローラー・モジュールから新しいコントローラー・モジュールにコンポーネントを取り付けた
ら、新しいコントローラー・モジュールをシステム・シャーシに取り付けて、オペレーティング・シ
ステムを起動する必要があります。

このタスクについて

同じシャーシ内に 2つのコントローラー・モジュールを含むHAペアでは、シャーシに完全に装着した後
すぐに再起動が試みられるために、コントローラー・モジュールを取り付ける順序が特に重要です。

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
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ステップ 2. まだしていない場合は、コントローラー・モジュールのカバーを交換します。
ステップ 3. コントローラー・モジュールの端をシャーシの開口部を合わせ、コントローラー・モジュー

ルを途中までシステム内にゆっくりと押します。

注：指示があるまで、コントローラー・モジュールをシャーシに完全に挿入しないでく
ださい。

ステップ 4. システムにアクセスして以降のセクションのタスクを実行できるように、管理およびコン
ソール・ポートを配線します。

ステップ 5. コントローラー・モジュールの再取り付けを実行します。

システム構成 実行するステップ

HA ペア

コントローラー・モジュールは、シャーシ
内に完全に装着されると、すぐにブートを
開始します。ブート・プロセスを中断する
準備をしておいてください。

1. カム・ハンドルを開位置にした状態で、
コントローラー・モジュールがミッド
プレーンに到達して完全に装着される
までしっかりと押し、カム・ハンドル
をロック位置まで閉じます。

注意：コントローラー・モジュールを
シャーシにスライドさせるときに力を
かけすぎないでください。コントロー
ラーが破損する可能性があります。

コントローラーは、シャーシ内に装着
されると、すぐにブートを開始します。

2. まだしていない場合、ケーブル管理デ
バイスを再取り付けします。

3. 面ファースナー付きストラップを使用
してケーブルを結び付けます。

4. メッセージ Press Ctrl-C for Boot Menu
が表示されたら、Ctrl-Cを押します。

5. LOADER プロンプトで、boot_ontap menu
と入力します。

6. 表示されたメニューから、保守モード
でブートするオプションを選択します。

システム構成の復元と確認
ハードウェアの交換後に保守モードで起動した際、交換したコントローラーのシステム構成レベルが
低いことを確認し、必要に応じてシステム設定を再構成します。
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コントローラー・モジュールの HA 状態の確認と設定
コントローラー・モジュールの HA 状態を確認し、必要に応じて、システム構成に合わせて状態を更
新します。

ステップ 1. 保守モードで、新しいコントローラー・モジュールからすべてのコンポーネントに同じ HA
状態 ha-config show が表示されることを確認します。

システム構成 すべてのコンポーネントの HA状態

HA ペア ha

ステップ 2. コントローラー・モジュールの表示されるシステムの状態がシステム構成と一致しない場
合、コントローラー・モジュールの HA 状態を設定します。ha-config modify node ha-state

ステップ 3. シャーシの表示されるシステムの状態がシステム構成と一致しない場合、シャーシの HA 状
態を設定します。ha-config modify chassis ha-state

システム・レベル診断の実行
コントローラーを交換するときは必ず、特定のコンポーネントおよびサブシステムに対して包括的なテス
トまたは重点的なテストを実行する必要があります。

このタスクについて
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診断手順のすべてのコマンドは、コンポーネントを交換するコントローラーから発行されます。

ステップ 1. 保守を受けるコントローラーが LOADER プロンプトになっていない場合、haltと入力してコ
ントローラーを再起動します。

コマンドを発行したら、システムが LOADERプロンプトで止まるまで待つ必要があります。
ステップ 2. LOADER プロンプトで、システム・レベル診断が正しく機能するために特別に設計された特

殊なドライバーにアクセスします (boot_diags)。
ブート・プロセス中、保守モード・プロンプト (*>) が表示されるまではプロンプトに安
全に y で応答できます。

ステップ 3. コントローラー・モジュール上の使用可能なデバイスを表示して書き留めます (sldiag device
show -dev mb)。

表示されるコントローラー・モジュール・デバイスとポートは、次のうち 1 つ以上にな
ります。

• bootmedia はシステム起動デバイスです。
• cna は、ネットワークまたはストレージ・デバイスに接続されていないコンバージド・

ネットワーク・アダプターまたはインターフェースです。
• fcal は、Fibre Channel ネットワークに接続されていない Fibre Channel-Arbitrated Loop デ

バイスです。
• env はマザーボードの環境です。
• mem はシステム・メモリーです。
• nic は、ネットワーク・インターフェース・カードです。
• nvram は不揮発性 RAM です。
• nvmem は NVRAMとシステム・メモリーのハイブリッドです。
• sas はディスク・シェルフに接続されていない、Serial Attached SCSI デバイスです。

ステップ 4. 保守メニューから各コンポーネントの診断を実行します。例: sldiag device status -dev nvmem
-long -state failed

診断テストを実行する場所 操作

個々のコンポーネント
1. ステータス・ログをクリアします (sldiag

device clearstatus)。
2. 選択したデバイスの使用可能なテ

ストを表示します (sldiag device show
-devdev_name)。
dev_nameは、前述の手順で識別された
ポートとデバイスのいずれかです。

3. 出力を確認し、該当する場合は、実行
するテストのみ選択します (sldiag device
modify -devdev_name -selection only)。
-selection only では、デバイスで実行し
ない他のすべてのテストが無効になり
ます。
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診断テストを実行する場所 操作

4. 選択したテストを実行します (sldiag
device run -dev dev_name )。
テストが完了したら、以下のメッセー
ジが表示されます。
*> <SLDIAG:_ALL_TESTS_COMPLETED>

5. 失敗したテストがないことを確認しま
す (sldiag device status -dev dev_name -long
-state failed)。
テストの失敗がない場合は、システム・
レベル診断がプロンプトに戻ります。そ
れ以外の場合、コンポーネントのテス
トの結果得られた障害のフル・ステー
タスがリストされます。

同時に複数のコンポーネント
1. 前の手順の出力で有効なデバイスと無

効なデバイスを確認し、どのデバイス
を同時に実行するかを決定します。

2. デバイスの個々のテストをリストしま
す (sldiag device show -dev dev_name )。

3. 出力を確認し、該当する場合は、実行
するテストのみ選択します (sldiag device
modify -devdev_name -selection only)。
-selection only では、デバイスで実行し
ない他のすべてのテストが無効になり
ます。

4. テストが変更されたことを確認します
(sldiag device show)。

5. 同時に実行するデバイスごとに、これ
らのサブステップを繰り返します。

6. すべてのデバイスで診断を実行します
(sldiag device run)。

注意：診断の実行を開始した後に、エ
ントリーを追加または変更しないでく
ださい。

テストが完了したら、以下のメッセー
ジが表示されます。
*> <SLDIAG:_ALL_TESTS_COMPLETED>

7. コントローラーにハードウェアの問題
がないことを確認します (sldiag device
status -long -state failed)。
テストの失敗がない場合は、システム・
レベル診断がプロンプトに戻ります。そ
れ以外の場合、コンポーネントのテス
トの結果得られた障害のフル・ステー
タスがリストされます。

第 5 章 . ハードウェア交換手順 65



ステップ 5. 前の手順の結果に基づいて進みます。

システム・レベル診断テストの結果 操作

エラーなしで完了した
1. ステータス・ログをクリアします (sldiag

device clearstatus)。
2. ログがクリアされたことを確認します

(sldiag device status)。
以下のデフォルトの応答が表示されま
す。
SLDIAG: No log messages are present.

3. halt と入力して保守モードを終了しま
す。
システムに LOADER プロンプトが表示
されます。

4. boot_ontapと入力し、コントローラーを
通常動作に戻します。

いくつかのテストが失敗した 問題の原因を特定します。
1. 保守モードを終了します (halt)。
2. クリーン・シャットダウンを実行した

後、パワー・サプライを取り外します。
3. システム・レベル診断を実行するため

に識別されたすべての考慮事項に従って
いること、ケーブルがしっかり接続され
ていること、ハードウェア・コンポーネ
ントがストレージ・システムに適切に取
り付けられていることを確認します。

4. パワー・サプライを再接続し、ストレー
ジ・システムの電源をオンにします。

5. システム・レベル診断テストを再実行
します。

システムの復元の完了
交換手順を完了してシステムをフル動作状態に戻すには、ストレージを再配線してディスクの再割り
当てを確認し、Lenovo Storage Encryption 構成を復元して (必要な場合)、新しいコントローラーのラ
イセンスをインストールする必要があります。
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システムの再配線
診断を実行した後、コントローラー・モジュールのストレージとネットワーク接続を再配線する必
要があります。

ステップ 1. システムを再配線します。
ステップ 2. 配線が正しいことを確認します。

ディスクの再割り当て
ストレージ・システムがHAペア内にある場合、手順の終了時にギブバックが発生したときに新しいコン
トローラー・モジュールのシステム ID がディスクに自動的に割り当てられます。

このタスクについて

構成に対する正しい手順を確認する必要があります:
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コントローラーの冗⻑性 使⽤する⼿順

HA ペア 68ページの「HAシステムのシステム ID変更の確認」。

HA システムのシステム ID 変更の確認
交換用コントローラーを起動したらシステム ID の変更を確認し、変更が実装された確認する必要が
あります。

このタスクについて

この手順は、HAペアで ONTAP を実行しているシステムにのみ適用されます。

ステップ 1. 交換用コントローラーが保守モードの場合 ( *> プロンプトが表示されている場合)、保守
モードを終了し、LOADER プロンプトに移動します (halt)。

ステップ 2. 交換用コントローラーの LOADER プロンプトから、コントローラーを起動します。シス
テム ID が一致しないためにシステム ID を上書きするように求められた場合は y を入力し
ます (boot_ontap)。

ステップ 3. 交換用コントローラー・コンソールに Waiting for giveback... メッセージが表示されるまで待
ち、正常なコントローラーから、新しいパートナーのシステム ID が自動的に割り当てら
れたことを確認します。

例

node1> storage failover show
Takeover

Node Partner Possible State Description
———— ———— ——– ————————————-
node1 node2 false System ID changed on partner (Old:

151759755, New: 151759706), In takeover
node2 node1 - Waiting for giveback (HA mailboxes)

ステップ 4. 正常な状態のコントローラーから、コアダンプがすべて保存されたことを確認します。
a. 高度な特権レベルに変更します (set -privilege advanced)。

高度なモードで続行することの確認を求められたら、Yで応答できます。高度なモードの
プロンプト (*>) が表示されます。

b. コアダンプをすべて保存します (system node run -node local-node-name partner savecore)。
c. ギブバックを発行する前に、コア保存コマンドが完了するまで待ちます。

次のコマンドを入力して、コア保存コマンドの進行状況を監視できます。system node
run -node local-node-name partner savecore -s

d. 管理特権レベルに戻します (set -privilege admin)。

ステップ 5. コントローラーをギブバックします。
a. 正常なコントローラーから、交換したコントローラーのストレージをギブバックします

(storage failover giveback -ofnode replacement_node_name )。
交換用コントローラーがストレージに戻り、ブートが完了します。

システム ID が一致しないためにシステム ID を上書きすることの確認が求められた
場合、y と入力します。

注：ギブバックが拒否された場合は、拒否のオーバーライドを検討することができます。
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ギブバックが拒否された場合

b. ギブバックが完了したら、HAペアが正常状態で、テイクオーバーが可能であることを
確認します (storage failover show)。

storage failover showコマンドの出力には、System ID changed on partnerメッセージ
が含まれません。

ステップ 6. 各コントローラーに予期されたボリュームが存在することを確認します (vol show -node
node-name )。

ステップ 7. リブート時に自動テイクオーバーを無効にした場合は、正常な状態のコントローラーから有
効にします (storage failover modify -node replacement-node-name -onreboot true)。

ONTAP への交換用コントローラーのライセンスのインストール
機能低下状態のコントローラーが標準 (コントローラーにロックされた)ライセンスを必要とするONTAP機
能を使用していた場合、交換用コントローラーの新しいライセンスをインストールする必要があります。
標準ライセンスを持つ機能では、クラスター内の各コントローラーにそれぞれ機能のキーが必要です。

このタスクについて

ライセンス・キーをインストールする前でも、標準ライセンスを必要とする機能を引き続き交換用コント
ローラーで使用できます。ただし、機能低下状態のコントローラーが、機能のライセンスを持つクラス
ター内の唯一のコントローラーである場合、機能の構成を変更することはできません。また、コントロー
ラーでライセンスのない機能を使用するとご使用条件に違反する可能性があるため、交換用コントロー
ラーには交換用ライセンス・キーをできるだけ早くインストールしてください。

ライセンス・キーは 28 文字の形式でなければなりません。

ライセンス・キーをインストールするまで 90 日の猶予期間があります。猶予期間後、すべての古い
ライセンスが無効になります。有効なライセンス・キーをインストールしてから、猶予期間が終了す
るまで 24 時間以内にすべてのキーをインストールしてください。

注：必要な新しいライセンス・キーは自動的に生成され、登録されたメール・アドレスに送信されま
す。ライセンス・キーが記載されたメールが 30 日以内に届かない場合は、テクニカル・サポート
にお問い合わせください。

ステップ 1. ライセンス・キーを入手する必要がある場合、Lenovo Features on Demand で交換用ライセ
ンス・キーを入手します。詳しくは、「DMシリーズ・プレミアム・フィーチャー・キー
の手順」を参照してください。

ステップ 2. ライセンス・キーをインストールします。system license add -license-codelicense-key,license-key...

ステップ 3. 必要な場合は、古いライセンスを削除します。
a. 未使用のライセンスを確認します (license clean-up -unused -simulate)。
b. リストが正しいと思われる場合、未使用のライセンスを削除します (license clean-up

-unused)。

Storage Encryption の機能の復元
Storage Encryption を使用するように既に構成しているストレージ・システムのコントローラー・モジュー
ルまたは NVRAMモジュールを交換したら、追加のステップを実行して Storage Encryption の機能が中
断しないようにする必要があります。Storage Encryption が有効になっていないストレージ・システム
では、このタスクを省略できます。

ステップ 1. key_managerセットアップ・ウィザードを実行して、ディスクで FIPS やデータ認証キーを設
定することにより、Storage Encryption の機能を復元します。
ONTAP 9 暗号化電力ガイド
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LIF の確認
交換用コントローラーをサービスに戻す前に、LIF がホーム・ポートにあることを確認し、自動ギブバッ
クをリセットする必要があります。

ステップ 1. 論理インターフェースが、ホーム・コントローラーとポートに報告していることを確認し
ます (network interface show -is-home false)。

LIF が false とリストされる場合、ホーム・ポートに戻します: network interface revert *

ステップ 2. 自動ギブバックが無効の場合、再度有効にします (storage failover modify -node local
-auto-giveback true)。

コントローラーの交換後のシステム時刻の設定と確認
交換用コントローラー・モジュールとHAペアの正常な状態のコントローラー・モジュールの日付と時刻
を比較する必要があります。日付と時刻が一致しない場合、時刻の相違のためにクライアントが停止する
ことを防ぐために交換用コントローラー・モジュールで日付と時刻をリセットする必要があります。

このステップのコマンドは、適切なシステムで適用することが重要です。

• 交換用コントローラーは、以下の手順で機能低下状態のコントローラーを置き換える新しいコント
ローラーです。

• 正常状態のコントローラーは、交換用コントローラーの HAパートナーです。

ステップ 1. 交換用コントローラーの admin 特権で、コントローラーのシステム時刻を確認します
(cluster date show)。
クラスター内のすべてのコントローラーの日付と時刻が表示されます。

ステップ 2. 必要に応じて、正常な状態のコントローラーに合わせて交換用コントローラーの時刻を設定
します (cluster date modify -dateandtime "target_date_and_time" )。

ステップ 3. 交換用コントローラーから日付と時刻を確認します (cluster date show)。
ステップ 4. admin 特権を終了します。

交換プロセスの完了
部品を交換したら、キットに付属する RMA の手順で説明されているように、障害が起きた部品を
Lenovo に戻すことができます。RMA番号または交換手順でその他のヘルプが必要な場合は、Lenovo サ
ポート までお問い合わせください。

コントローラー・モジュール交換後の重要な情報
重要：新しいコントローラー用に置き換えるライセンスを取得するには、Lenovo サポートの担当員
にお問い合わせください。

DIMM の交換
システムが多数の訂正可能な修正コード (ECC) を登録した場合は、コントローラー・モジュールのDIMM
を交換する必要があります。交換しないと、システム・パニックを引き起こします。

始める前に

システム内の他のすべてのコンポーネントが正しく機能することが必要です。そうでない場合は、テクニ
カル・サポートにご連絡ください。

プロバイダーから受け取った交換用 FRU コンポーネントにより、障害が発生したコンポーネントを
交換する必要があります。
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ワークフローの図
この図には、システム用の DIMMを交換するためのワークフローが示されています。

機能低下状態のコントローラーのシャットダウン
機能低下状態のコントローラーは、ストレージ・システム・ハードウェア構成に応じて、さまざまな手順
でシャットダウンまたはテイクオーバーできます。

第 5 章 . ハードウェア交換手順 71



コントローラーのシャットダウン
機能低下状態のコントローラーをシャットダウンするには、コントローラーのステータスを確認し、必要
に応じて、正常な状態のコントローラーが機能低下状態のコントローラーのストレージにデータを提供し
続けるようにそのコントローラーをテイクオーバーする必要があります。

始める前に

• 3 つ以上のコントローラーを搭載したクラスターがある場合は、詳細モードでヘルスとイプシロン
を確認します。cluster show -epsilon*

• クラスターがクォーラム内にない場合、または障害コントローラーではないコントローラーで、資格と
正常性について falseが表示された場合、次のステップに進む前に、問題を解消する必要があります。

• イプシロンが機能低下状態のコントローラーに存在する場合
1. イプシロンを元の機能低下状態のコントローラーから削除します (cluster modify -node degraded_node

-epsilon false )
2. イプシロンをクラスター内の正常状態のコントローラーに割り当てます (cluster modify -node

healthy_node -epsilon true)。

ステップ 1. 機能低下状態のコントローラーが HAペアの一部である場合は、次のコマンドを使用して
正常状態のコントローラーのコンソールからの自動ギブバックを無効にします: storage
failover modify -node local -auto-giveback false

ステップ 2. haltと入力し、機能低下状態のコントローラーで LOADER プロンプトを表示します。

機能低下状態のコントローラーの表示内容 操作

LOADER プロンプト 次のステップに進みます。

Waiting for giveback... (ギブバックを待機し
ています...) プロンプトが表示されたら、Ctrl + C を押し

て、y と入力します。

システム・プロンプトまたはパスワード・
プロンプト

機能低下状態のコントローラーをテイク
オーバーまたは停止します。

• HAペアで、正常状態のコントローラーか
ら機能低下状態のコントローラーにテイ
クオーバーします (storage failover takeover
-ofnode impaired_node_name )。
機能低下状態のコントローラーに Waiting
for giveback... (ギブバックを待機してい
ます...) と表示された場合、Ctrl-C を押
し、y で応答します。

ステップ 3. パワー・サプライの電源をオフにし、電源から機能低下状態のコントローラーの電源コー
ドを取り外します。

システムを開く
コントローラー内部のコンポーネントにアクセスするには、まずシステムからコントローラー・モジュー
ルを取り外し、コントローラー・モジュールのカバーを取り外す必要があります。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

72 ThinkSystem DM3000xおよび DM5000xハードウェアの取り付けと保守ガイド

https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m


ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. フックを緩め、ケーブルをストラップを使用してケーブル管理デバイスに結び付け、システ

ム・ケーブルと SFP (必要な場合) をコントローラー・モジュールから抜きます。ケーブルが
どこに接続されていたのか記録します。
ケーブルをケーブル管理デバイスに残しておくと、ケーブル管理デバイスを再インストール
する際、ケーブルをまとめやすくなります。

ステップ 3. コントローラー・モジュールの左右両側にあるケーブル管理デバイスを取り外し、脇に置
きます。

ステップ 4. カム・ハンドル上のラッチがリリースされるまで押して、カム・ハンドルを完全に開いて
コントローラー・モジュールを中央盤からリリースし、両手を使ってシャーシからコント
ローラー・モジュールを引き出します。
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ステップ 5. コントローラー・モジュールをひっくり返し、表面が平らで安定した場所に置きます。
ステップ 6. カバーを外すには、青色のタブをスライドさせてカバーを開き、カバーを上に振って開

きます。

DIMM の交換
DIMM を交換するには、内部コントローラーの位置を確認しておよびのステップを実行して、特定
の順序に従ってください。

このタスクについて

DIMMを交換する場合、コントローラー・モジュールから NVMEMバッテリーを取り外したした後に
取り外す必要があります。

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. コントローラー・モジュールの NVMEM LED をチェックします。

不揮発性メモリー (NVMEM) 上の書き込まれていないデータの損失を回避するため、システ
ム・コンポーネントを交換する前にクリーン・システム・シャットダウンを実行する必要があ
ります。LEDは、コントローラー・モジュールの背面にあります。次のアイコンを探します。
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ステップ 3. NVMEM LEDが点滅していない場合、NVMEMにコンテンツはありません。以下の手順はス
キップして、この手順の次のタスクに進むことができます。

ステップ 4. NVMEM LEDが点滅している場合、NVMEMにデータがあるため、バッテリーを取り外して
メモリーをクリアする必要があります。
a. バッテリーの位置を特定し、バッテリー・プラグの表面にあるクリップを押してプラ

グ・ソケットからロック・クリップを解放した後、ソケットからバッテリー・ケーブル
を取り外します。

b. NVMEM LED が点灯しなくなったことを確認します。
c. バッテリー・コネクターを再接続します。

ステップ 5. この手順のステップ 2 に戻り、NVMEM LED を再確認します。
ステップ 6. コントローラー・モジュールの DIMMの位置を確認します。

注：LED の状態を使用して各DIMMが正常に作動していることを確認します。

ステップ 7. ソケット内のDIMMの向きに注意し、交換用DIMMを正しい向きで挿入します。
ステップ 8. DIMMのいずれかの側の 2つの DIMMイジェクト・タブをゆっくりと押して離し、スロット

から DIMMを押し出して、スロットから DIMMをスライドさせます。
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注意：DIMM回路ボード上のコンポーネントへの負荷を避けるために、DIMMの端を慎重
に持ちます。

次の図は、システム DIMM の位置を示しています。

ステップ 9. 帯電防止バッグから交換用 DIMMを取り出し、DIMMの両端を持ち、スロットに合わせ
します。
DIMMのピン間の切り欠きをソケットのタブに合わせる必要があります。

ステップ 10.コネクターにある DIMMイジェクト・タブがオープン位置になっていることを確認し、
DIMM をスロットにまっすぐと挿入します。
DIMMは、スロットにしっかりと、ただしスムーズに挿入する必要があります。上手くいか
ない場合、スロットに DIMMを合わせ直して挿入してください。

注意：目視で、DIMMがスロットに均等かつ完全に挿入されていることを確認します。

ステップ 11.DIMM の両端にある切り欠きにイジェクト・タブがきっちりはまるまで、DIMM の上端
を慎重に、ただししっかりと押します。

ステップ 12.NVMEMバッテリー・プラグ・ソケットの位置を確認し、バッテリー・ケーブル・プラグの
表面のクリップを押し込んでソケットに挿入します。
プラグがコントローラー・モジュールにロックされていることを確認します。

ステップ 13.コントローラー・モジュール・カバーを閉じます。

コントローラー・モジュールの再取り付け
コントローラー・モジュールの部品の交換後、シャーシに再取り付けします。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。
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• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. まだしていない場合は、コントローラー・モジュールのカバーを交換します。
ステップ 3. コントローラー・モジュールの端をシャーシの開口部を合わせ、コントローラー・モジュー

ルを途中までシステム内にゆっくりと押します。

注：指示があるまで、コントローラー・モジュールをシャーシに完全に挿入しないでく
ださい。

ステップ 4. 必要に応じて、システムを再配線します。
光ファイバー・ケーブルを使用している場合、メディア・コンバーター (SFP) を取り外し
たらそれらを再取り付けしてください。

ステップ 5. 以下の手順を実行してコントローラー・モジュールの再取り付けを実行します。

コントローラー・モジュールは、シャーシ内に完全に装着されると、すぐにブートを開始し
ます。ブート・プロセスを中断する準備をしておいてください。
1. カム・ハンドルを開位置にした状態で、コントローラー・モジュールがミッドプレー

ンに到達して完全に装着されるまでしっかりと押し、カム・ハンドルをロック位置ま
で閉じます。

注意：コントローラー・モジュールをシャーシにスライドさせるときに力をかけすぎな
いでください。コントローラーが破損する可能性があります。
コントローラーは、シャーシ内に装着されると、すぐにブートを開始します。

2. まだしていない場合、ケーブル管理デバイスを再取り付けします。
3. 面ファースナー付きストラップを使用してケーブルを結び付けます。
4. ブート・メニューで Press Ctrl-Cと表示されたら、Ctrl-C を押してブート・プロセスを

中断します。
5. boot_ontap menu と入力します。
6. 保守モードで起動するように表示され、メニューからオプション 5を選択します。

システム・レベル診断の実行
新しい DIMMバッテリーの取り付け後に、診断を実行します。

始める前に

保守メニューを表示してシステム・レベル診断プログラムを開始するには、システムが LOADER プロン
プトになっている必要があります。

このタスクについて

診断手順のすべてのコマンドは、コンポーネントを交換するコントローラーから発行されます。

ステップ 1. 点検するコントローラーが LOADER プロンプトになっていない場合は、以下の手順に従
います。
a. 表示されたメニューから保守モードのオプションを選択します。
b. コントローラーを保守モードで起動後に、コントローラーを停止させます (halt)。
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コマンドの発行後、システムが LOADER プロンプトで止まるまで待ちます。

重要：起動中は、プロンプトに安全に応答できます (y)。

ステップ 2. LOADER プロンプトで、システム・レベル診断が正しく機能するために特別に設計された特
殊なドライバーにアクセスします (boot_diags)。
ブート・プロセス中、保守モード・プロンプト (*>) が表示されるまではプロンプトに安
全に y で応答できます。

ステップ 3. sldiag device run -dev mem と入力してシステム・メモリーで診断を実行します。
ステップ 4. DIMMの交換によってハードウェアの問題が発生していないことを確認します (sldiag device

status -dev mem -long -state failed)。
テストの失敗がない場合は、システム・レベル診断がプロンプトに戻ります。それ以外の場
合、コンポーネントのテストの結果得られた障害のフル・ステータスがリストされます。

ステップ 5. 前の手順の結果に基づいて進みます。

システム・レベル診断テストの結果 操作

エラーなしで完了した 1. ステータス・ログをクリアします (sldiag
device clearstatus)。

2. ログがクリアされたことを確認します
(sldiag device status)。
以下のデフォルトの応答が表示されま
す。SLDIAG: No log messages are present.

3. halt と入力して保守モードを終了しま
す。
コントローラーに LOADER プロンプト
が表示されます。

4. コントローラーによってONTAP が自動
的に開始されない場合、LOADER プロ
ンプトからコントローラーを起動しま
す。boot_ontap

5. storage failover giveback -ofnode
replacement_node_nameと入力し、コント
ローラーを通常動作に戻します。

いくつかのテストが失敗した 問題の原因を特定します。
1. halt と入力して保守モードを終了しま

す。
2. コマンドを発行したら、システムが

LOADER プロンプトで止まるまで待ち
ます。

3. システム・レベル診断を実行するため
に識別されたすべての考慮事項に従って
いること、ケーブルがしっかり接続され
ていること、ハードウェア・コンポーネ
ントがストレージ・システムに適切に取
り付けられていることを確認します。

4. 保守を行うコントローラー・モジュー
ルを起動します。LOADER メニューを
表示するように求められたら、Ctrl-Cを
押してブートを中断します。前の手順で
コントローラーを削除した場合、保守
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システム・レベル診断テストの結果 操作
を行うコントローラー・モジュールを
シャーシに完全に固定します。完全に装
着されるとコントローラー・モジュー
ルのブートが完了します。

5. boot_diagsと入力して、保守モードでの
起動を選択します。

6. キャッシュ・モジュールでシステム・
レベル診断を実行するために必要なす
べての手順を繰り返します。

7. 次のコマンドを入力して、保守モード
を終了します。halt

コマンドを発行したら、システムが
LOADER プロンプトで止まるまで待ち
ます。

8. システム・レベル診断テストを再実行
します。

交換プロセスの完了
部品を交換したら、キットに付属する RMA の手順で説明されているように、障害が起きた部品を
Lenovo に戻すことができます。RMA番号または交換手順でその他のヘルプが必要な場合は、Lenovo サ
ポート までお問い合わせください。

ブート・メディアの交換
ブート・メディアには、システムがブート時に使用するプライマリーおよびセカンダリー・システム・
ファイル・セット (ブート・イメージ) が保存されています。ご使用のネットワーク構成に応じて、無停止
または中断を伴う交換を行うことができます。

始める前に

image_xxx.tgzを保存可能なストレージの量を備える、FAT32 でフォーマットされた USB フラッシュ・
ドライブが必要です。

このタスクについて

• ブート・メディアを交換する無停止の方法でも中断を伴う方法でも、var ファイル・システムを
復元する必要があります。

– 無停止の交換の場合、varファイル・システムを復元するには HAペアをネットワークに接続す
る必要があります。

– 中断を伴う交換の場合、varファイル・システムを復元するのにネットワーク接続は必要ありません
が、プロセスでは 2 回のリブートが必要です。

• プロバイダーから受け取った交換用 FRU コンポーネントにより、障害が発生したコンポーネントを
交換する必要があります。

• これらのステップのコマンドは、適切なコントローラーで適用することが重要です。

– 機能低下状態のコントローラーとは、メンテナンスを実行するコントローラーを指します。
– 正常状態のコントローラーとは、機能低下状態のコントローラーのHAパートナーを指します。
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ワークフローの図
この図には、システムのブート・メディア交換手順のワークフローが示されています。

システムを開く
コントローラー内部のコンポーネントにアクセスするには、まずシステムからコントローラー・モジュー
ルを取り外し、コントローラー・モジュールのカバーを取り外す必要があります。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. フックを緩め、ケーブルをストラップを使用してケーブル管理デバイスに結び付け、システ

ム・ケーブルと SFP (必要な場合) をコントローラー・モジュールから抜きます。ケーブルが
どこに接続されていたのか記録します。
ケーブルをケーブル管理デバイスに残しておくと、ケーブル管理デバイスを再インストール
する際、ケーブルをまとめやすくなります。

ステップ 3. コントローラー・モジュールの左右両側にあるケーブル管理デバイスを取り外し、脇に置
きます。
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ステップ 4. カム・ハンドル上のラッチがリリースされるまで押して、カム・ハンドルを完全に開いて
コントローラー・モジュールを中央盤からリリースし、両手を使ってシャーシからコント
ローラー・モジュールを引き出します。

ステップ 5. コントローラー・モジュールをひっくり返し、表面が平らで安定した場所に置きます。
ステップ 6. カバーを外すには、青色のタブをスライドさせてカバーを開き、カバーを上に振って開

きます。
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ブート・メディアの交換
コントローラー内のブート・メディアを交換するには、そのブート・メディアの位置を特定して手
順に従う必要があります。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. 次の図またはコントローラー・モジュールの FRU マップを使用して、ブート・メディ

アの位置を特定してください。

82 ThinkSystem DM3000xおよび DM5000xハードウェアの取り付けと保守ガイド

https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m


ステップ 3. 埋め込まれたブート・メディアの青いボタンを押して取り外せるようにし、ブート・メディ
アのソケットから真っ直ぐに引いて慎重に取り出します。

注：ソケットやブート・メディアに損傷を与える可能性があるため、ブート・メディアを捻
る、または真上に向かって引かないようにします。

ステップ 4. 交換するブート・メディアの端をソケットに合わせ、慎重に押し込みます。
ステップ 5. ブート・メディアが正面を向き、ソケットに完全にはまっていることを確認します。

必要な場合は、ブート・メディアを取り外して再びソケットに取り付け直します。
ステップ 6. 取り付け場所のロック・ボタンにかみ合うまで、ブート・メディアを押し込みます。
ステップ 7. コントローラー・モジュール・カバーを閉じます。

ブート・イメージをブート・メディアに転送する
イメージがインストールされているUSB フラッシュ・ドライブを使用して、システム・イメージを交換
するブート・メディアにインストールできます。ただし、この処理中には varファイル・システムを
復元する必要があります。

始める前に

FAT32 にフォーマットされ、以下を含む USB フラッシュ・ドライブが必要です。

• 機能低下状態のコントローラーが実行していたONTAP と同じイメージ・バージョンのコピー。適切な
イメージを Lenovo サポート・サイトからダウンロードできます。

• ご使用のシステムが HAペアである場合、ネットワーク接続が必要です。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m
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ステップ 1. コントローラー・モジュールの端をシャーシの開口部を合わせ、コントローラー・モジュー
ルを途中までシステム内にゆっくりと押します。

ステップ 2. 必要に応じて、ケーブル管理デバイスを再度取り付け、システムを再配線します。
ケーブルの再接続時に、メディア・コンバーター (SFP) を取り外した場合は忘れずに再
度取り付けてください。

ステップ 3. コントローラー・モジュールのUSBスロットにUSBフラッシュ・ドライブを挿入します。
USBフラッシュ・ドライブは、USBコンソール・ポートではなく、USBデバイスのラベルが
付いたスロットに取り付けてください。

ステップ 4. コントローラー・モジュールをシステムに最後まで差し込んでカム・ハンドルが USB フ
ラッシュ・ドライブの位置まで完全に届いていることを確認し、カム・ハンドルをしっか
りと押しつけてコントローラー・モジュールをはめ込み、カム・ハンドルを閉位置にま
で押し込んで、つまみねじを締めます。
コントローラーは、シャーシ内に完全に取り付けられると、すぐにブートを開始します。

ステップ 5. Starting AUTOBOOT press Ctrl-C to abort... が表示されたら、LOADER プロンプトで Ctrl + C を
押してブート・プロセスを中断します。

このメッセージを見逃した場合は、Ctrl + C を押して保守モードでブートし、LOADER
にブートするオプションを選択します。

ステップ 6. シャーシ内に 1 コントローラーのシステムでは、電源に再接続し、パワー・サプライを
オンします。
システムはブートを開始し、LOADER プロンプトを表示して停止します。

ステップ 7. リカバリー・イメージのブート: boot_recoveryontap_image_name.tgz

注：image.tgzファイルの名前を boot_recovery 9_4.tgzなど、image.tgz以外に変更する場合
は、そのファイル名を boot_recoveryコマンドで指定する必要があります。

システムがブートしてブート・メニューが表示され、ブート・イメージ名の入力が求めら
れます。

ステップ 8. USB フラッシュ・ドライブにブート・イメージ名を入力します: image_name.tgz

image_name.tgzをインストールした後、正常状態のコントローラーからバックアップ構成
(varファイル・システム) を復元するように求めるメッセージが表示されます。

ステップ 9. var ファイル・システムの復元:

システムのネットワーク接続の有無 操作

ネットワーク接続あり
1. バックアップ構成を復元するかどうか

尋ねるメッセージが表示されたら、y
を押します。

2. 正常状態のコントローラーを高度な特
権レベルに設定します: set -privilege
advanced

3. バックアップ復元コマンドを実行しま
す: system node restore-backup -node local
-target-addressimpaired_node_IP_address

4. コントローラーを管理レベルに戻しま
す: set -privilege admin

5. 復元された構成を使用するかどうか尋
ねるメッセージが表示されたら、y を
押します。
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システムのネットワーク接続の有無 操作

6. コントローラーを再起動するかどうか
尋ねるメッセージが表示されたら、y
を押します。

ネットワーク接続なし
1. バックアップ構成を復元するかどうか

尋ねるメッセージが表示されたら、n
を押します。

2. メッセージが表示されたら、システム
をリブートします。

3. 表示されたメニューから「Update flash
from backup config (バックアップ構成
からフラッシュを更新)」オプション (同
期フラッシュ) を選択します。更新を続
行するかどうか尋ねるメッセージが表
示されたら、y を押します。

ステップ 10.ONTAP 9 では環境変数の設定が保持されますが、設定の正しさを確認することをお勧め
します。
a. コントローラーで LOADER プロンプトを表示します。
b. printenvコマンドで、環境変数の設定を確認します。
c. 環境変数が正しく設定されていない場合は、setenvenvironment_variable_name changed_value

コマンドを使用して変更します。
d. saveenvコマンドを使用して、変更を保存します。
e. コントローラーをリブートします。

ステップ 11.次の手順は、ご使用のシステムの構成によって異なります。

システム構成 操作

HA ペア 機能低下状態のコントローラーで Waiting for
Giveback... メッセージが表示されたら、正
常状態のコントローラーからのギブバック
を実行します。
1. 正常状態のコントローラーから、ギ

ブバックを実行します: storage failover
giveback -ofnodepartner_node_name

これによって、正常状態のコントロー
ラーから機能低下状態のコントローラー
に、機能低下状態のコントローラーの
集約とボリュームの所有権を返却する
プロセスが開始します。

注：ギブバックが拒否された場合は、
拒否のオーバーライドを検討すること
ができます。

ギブバックが拒否された場合
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システム構成 操作

2. storage failover show-givebackコ
マンドを使用して、ギブバック操作の
進行状況を監視します。

3. ギブバック操作が完了したら、HAペア
が正常状態で、テイクオーバーが可能
であることを storage failover show
コマンドを使用して確認します。

4. storage failover modifyコマンドを
使用して無効にした場合は、自動ギブ
バックを復元します。

交換プロセスの完了
部品を交換したら、キットに付属する RMA の手順で説明されているように、障害が起きた部品を
Lenovo に戻すことができます。RMA番号または交換手順でその他のヘルプが必要な場合は、Lenovo サ
ポート までお問い合わせください。

リアルタイム・クロック・バッテリーの交換
正確な時刻同期に依存するシステムのサービスとアプリケーションが動作し続けるように、コントロー
ラー・モジュールでリアルタイム・クロック (RTC) バッテリーを交換します。

このタスクについて

• ご使用のシステムでサポートされているONTAP のすべてのバージョンでこの手順を使用できます。
• システム内の他のすべてのコンポーネントが正しく機能することが必要です。そうでない場合は、テク

ニカル・サポートにご連絡ください。

ワークフローの図
この図には、システム用の RTC バッテリーを交換するためのワークフローが示されています。
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機能低下状態のコントローラーのシャットダウン
機能低下状態のコントローラーは、ストレージ・システム・ハードウェア構成に応じて、さまざまな手順
でシャットダウンまたはテイクオーバーできます。

コントローラーのシャットダウン
機能低下状態のコントローラーをシャットダウンするには、コントローラーのステータスを確認し、必要
に応じて、正常な状態のコントローラーが機能低下状態のコントローラーのストレージにデータを提供し
続けるようにそのコントローラーをテイクオーバーする必要があります。

始める前に

• 3 つ以上のコントローラーを搭載したクラスターがある場合は、詳細モードでヘルスとイプシロン
を確認します。cluster show -epsilon*

• クラスターがクォーラム内にない場合、または障害コントローラーではないコントローラーで、資格と
正常性について falseが表示された場合、次のステップに進む前に、問題を解消する必要があります。

• イプシロンが機能低下状態のコントローラーに存在する場合
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1. イプシロンを元の機能低下状態のコントローラーから削除します (cluster modify -node degraded_node
-epsilon false )

2. イプシロンをクラスター内の正常状態のコントローラーに割り当てます (cluster modify -node
healthy_node -epsilon true)。

ステップ 1. 機能低下状態のコントローラーが HAペアの一部である場合は、次のコマンドを使用して
正常状態のコントローラーのコンソールからの自動ギブバックを無効にします: storage
failover modify -node local -auto-giveback false

ステップ 2. haltと入力し、機能低下状態のコントローラーで LOADER プロンプトを表示します。

機能低下状態のコントローラーの表示内容 操作

LOADER プロンプト 次のステップに進みます。

Waiting for giveback... (ギブバックを待機し
ています...) プロンプトが表示されたら、Ctrl + C を押し

て、y と入力します。

システム・プロンプトまたはパスワード・
プロンプト

機能低下状態のコントローラーをテイク
オーバーまたは停止します。

• HAペアで、正常状態のコントローラーか
ら機能低下状態のコントローラーにテイ
クオーバーします (storage failover takeover
-ofnode impaired_node_name )。
機能低下状態のコントローラーに Waiting
for giveback... (ギブバックを待機してい
ます...) と表示された場合、Ctrl-C を押
し、y で応答します。

ステップ 3. パワー・サプライの電源をオフにし、電源から機能低下状態のコントローラーの電源コー
ドを取り外します。

システムを開く
コントローラー内部のコンポーネントにアクセスするには、まずシステムからコントローラー・モジュー
ルを取り外し、コントローラー・モジュールのカバーを取り外す必要があります。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. フックを緩め、ケーブルをストラップを使用してケーブル管理デバイスに結び付け、システ

ム・ケーブルと SFP (必要な場合) をコントローラー・モジュールから抜きます。ケーブルが
どこに接続されていたのか記録します。
ケーブルをケーブル管理デバイスに残しておくと、ケーブル管理デバイスを再インストール
する際、ケーブルをまとめやすくなります。

ステップ 3. コントローラー・モジュールの左右両側にあるケーブル管理デバイスを取り外し、脇に置
きます。
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ステップ 4. カム・ハンドル上のラッチがリリースされるまで押して、カム・ハンドルを完全に開いて
コントローラー・モジュールを中央盤からリリースし、両手を使ってシャーシからコント
ローラー・モジュールを引き出します。

ステップ 5. コントローラー・モジュールをひっくり返し、表面が平らで安定した場所に置きます。
ステップ 6. カバーを外すには、青色のタブをスライドさせてカバーを開き、カバーを上に振って開

きます。
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RTC バッテリーの交換
RTC バッテリーを交換するには、内部コントローラー内でバッテリーの位置を確認して、所定の手
順に従います。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. RTC バッテリーを見つけます。
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ステップ 3. バッテリーをゆっくり押してホルダーから離し、回転してホルダーから出した後、ホル
ダーから持ち上げます。

注：バッテリーをホルダーから取り外すときはバッテリーの極性に注意してください。バッ
テリーにはプラス符号がマークされており、ホルダーに正しく配置する必要があります。ホ
ルダーの近くのプラス符号は、バッテリーを配置する方法を示しています。

ステップ 4. 帯電防止バッグから交換用バッテリーを取り外します。
ステップ 5. コントローラー・モジュールで空のバッテリー・ホルダー位置を確認します。
ステップ 6. RTC バッテリーの極性に注意し、バッテリーを斜めに傾けて押し下げることによりホル

ダーに挿入します。
ステップ 7. バッテリーを目視で検査し、ホルダーに完全に取り付けられていて極性が正しいことを

確認します。

コントローラーの再取り付け
コントローラー・モジュール内のコンポーネントを交換した後、コントローラー・モジュールをシステ
ム・シャーシに再び取り付けてブートする必要があります。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
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ステップ 2. まだしていない場合は、コントローラー・モジュールのカバーを交換します。
ステップ 3. コントローラー・モジュールの端をシャーシの開口部を合わせ、コントローラー・モジュー

ルを途中までシステム内にゆっくりと押します。

注：指示があるまで、コントローラー・モジュールをシャーシに完全に挿入しないでく
ださい。

ステップ 4. 必要に応じて、システムを再配線します。
光ファイバー・ケーブルを使用している場合、メディア・コンバーター (SFP) を取り外し
たらそれらを再取り付けしてください。

ステップ 5. コントローラー・モジュールの再取り付けを実行します。
コントローラー・モジュールは、シャーシ内に完全に装着されると、すぐにブートを開始し
ます。ブート・プロセスを中断する準備をしておいてください。
a. カム・ハンドルを開位置にした状態で、コントローラー・モジュールがミッドプレー

ンに到達して完全に装着されるまでしっかりと押し、カム・ハンドルをロック位置ま
で閉じます。

注意：コネクターの破損を避けるため、コントローラー・モジュールをシャーシにスライ
ドさせるときに力をかけすぎないでください。

b. まだしていない場合、ケーブル管理デバイスを再取り付けします。
c. 面ファースナー付きストラップを使用してケーブルを結び付けます。
d. 電源ケーブルをパワー・サプライと電源に再接続し、電源をオンにしてブート・プロセ

スを開始します。

ステップ 6. コントローラーを通常動作に戻します。

システム構成 パートナーのコンソールから発⾏するコマンド

HA ペア storage failover giveback -ofnode impaired_node_name

ステップ 7. 自動ギブバックが無効の場合、再度有効にします (storage failover modify -node local
-auto-giveback true)。

交換プロセスの完了
部品を交換したら、キットに付属する RMA の手順で説明されているように、障害が起きた部品を
Lenovo に戻すことができます。RMA番号または交換手順でその他のヘルプが必要な場合は、Lenovo サ
ポート までお問い合わせください。

シャーシの交換
シャーシを交換するには、パワー・サプライ、ハードディスク・ドライブ、コントローラー・モジュー
ルを障害のあるシャーシから新しいシャーシに移動し、装置ラックまたはシステム・キャビネットか
ら障害のあるシャーシを取り外して障害のあるシャーシと同じモデルの新しいシャーシと交換する必
要があります。

始める前に
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システム内の他のすべてのコンポーネントが正しく機能することが必要です。そうでない場合は、テクニ
カル・サポートにご連絡ください。

このタスクについて

• ご使用のシステムでサポートされているONTAP のすべてのバージョンでこの手順を使用できます。
• この手順は、すべてのディスク・ドライブとコントローラー・モジュールを新しいシャーシに移動する

ことと、シャーシが Lenovo の新しいコンポーネントであることを前提として記述されています。

ワークフローの図
この図には、システム用のシャーシを交換するためのワークフローが示されています。
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コントローラーのシャットダウン
新しいシャーシに移動させる前に、コントローラーまたはシャーシ内のコントローラーをシャットダ
ウンする必要があります。

始める前に

• 3 つ以上のコントローラーを搭載したクラスターがある場合は、詳細モードでヘルスとイプシロン
を確認します。cluster show -epsilon*

• クラスターがクォーラム内にない場合、または障害コントローラーではないコントローラーで、資格と
正常性について falseが表示された場合、次のステップに進む前に、問題を解消する必要があります。

• イプシロンが機能低下状態のコントローラーに存在する場合
1. イプシロンを元の機能低下状態のコントローラーから削除します (cluster modify -node degraded_node

-epsilon false )
2. イプシロンをクラスター内の正常状態のコントローラーに割り当てます (cluster modify -node

healthy_node -epsilon true)。

ステップ 1. システムに 2つのコントローラー・モジュールが含まれる場合は、HAペアを無効化します。

クラスター化されたONTAP の実行システム
に含まれるコントローラー

操作

クラスター内に 2つのコントローラー
cluster ha modify -configured false

storage failover modify -node node0 -enabled false

クラスター内に 2つを超えるコントローラー storage failover modify -node node0 -enabled false

ステップ 2. コントローラーを停止し、停止の確認を求めるメッセージが表示されたら y を押します:
system node halt -node node_name

次のような確認メッセージが表示されます:

Warning: Rebooting or halting node
"node_name" in an HA-enabled cluster may result in client disruption or data access
failure. To ensure continuity of service, use the "storage
failover takeover" command. Are you sure you want to halt node
"node_name"? {y|n}:

注意：不揮発性メモリー (NVMEM) 上の書き込まれていないデータの損失を回避するため、
シャーシを交換する前にクリーン・システム・シャットダウンを実行する必要があります。
NVMEM LEDが点滅している場合は、ディスクに保存されていないコンテンツがNVMEM内
に存在します。コントローラーをリブートして、この手順を最初から開始する必要がありま
す。コントローラーのクリア・シャットダウンの試行が繰り返され、失敗した場合、ディス
クに保存されていないすべてのデータが失われる可能性があることに注意してください。

ステップ 3. 必要に応じて、HA ペア構成では、考えられるクォーラム・エラー・メッセージを回避
するために 2 つ目のコントローラーを停止します: system node halt -node second_node_name
-ignore-quorum-warnings true

パワー・サプライの交換
シャーシの交換と同時にパワー・サプライを交換するには、電源をオフにし、古いシャーシからパワー・
サプライを取り外して、交換用シャーシに取り付けおよび接続する必要があります。
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このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. パワー・サプライの電源をオフにし、電源コードを取り外します。

a. 新しいパワー・サプライの電源スイッチをオフにします。
b. 電源ケーブル保持具を開いて、パワー・サプライから電源ケーブルを抜きます。
c. 電源から電源ケーブルを抜きます。

ステップ 3. パワー・サプライのカム・ハンドルのラッチを押し込んでから、カム・ハンドルを開いて
ミッド・プレーンからパワー・サプライを完全に解放します。

ステップ 4. カム・ハンドルを使用して、システムからパワー・サプライをスライドさせて外します。

警告：
ディスク・ドライブを取り外すときは、必ず両⼿を使って重さを⽀えます。

ステップ 5. 残りのパワー・サプライで前のステップを繰り返します。
ステップ 6. 両手を使ってパワー・サプライの端を支え、システム・シャーシの開口部と位置を合わせま

す。次にカム・ハンドルを使用して、パワー・サプライをシャーシに慎重に押し込みます。
パワー・サプライには切り欠きがあり、取り付けられるのは 1方向のみです。

注意：パワー・サプライをシステム内にスライドさせるときに力をかけすぎないでくださ
い。コネクターを損傷するおそれがあります。

ステップ 7. カム・ハンドルを閉じラッチがカチッと音を立ててロック位置にはまると、パワー・サ
プライが完全に装着されます。

ステップ 8. 電源ケーブルを再接続し、電源ケーブル・ロック機構を使用して、パワー・サプライに
固定します。

注意：電源ケーブルをパワー・サプライにのみ接続します。この時点では、電源ケーブルを
電源に接続しないでください。
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コントローラー・モジュールの取り外し
シャーシを交換するには、古いシャーシからコントローラー・モジュールまたはモジュールを取り
外す必要があります。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. フックを緩め、ケーブルをストラップを使用してケーブル管理デバイスに結び付け、システ

ム・ケーブルと SFP (必要な場合) をコントローラー・モジュールから抜きます。ケーブルが
どこに接続されていたのか記録します。
ケーブルをケーブル管理デバイスに残しておくと、ケーブル管理デバイスを再インストール
する際、ケーブルをまとめやすくなります。

ステップ 3. コントローラー・モジュールの左右両側にあるケーブル管理デバイスを取り外し、脇に置
きます。

ステップ 4. カム・ハンドル上のラッチがリリースされるまで押して、カム・ハンドルを完全に開いて
コントローラー・モジュールを中央盤からリリースし、両手を使ってシャーシからコント
ローラー・モジュールを引き出します。
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ステップ 5. コントローラー・モジュールを安全な場所に置きます。シャーシに他のコントローラー・
モジュールがある場合は、これらの手順を繰り返します。

新しいシャーシへのドライブの移動
古いシャーシのベイ開口部から新しいシャーシの同じベイ開口部にドライブを移動する必要があります。
ディスク

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. システムの前面からベゼルをゆっくり取り外します。
ステップ 2. ドライブを取り外します。

a. LED の下にあるキャリア面の上にあるリリース・ボタンを押します。
b. カム・ハンドルを完全に開いた位置まで引き、ドライブをミッドプレーンから取り外し

て、シャーシからディスク・ドライブをゆっくりスライドさせます。
ドライブがシャーシから外れ、シャーシからスライドさせることができるようになります。

注意：ドライブを取り外すときは、常に両手で重量を支えてください。

注意：ドライブは壊れやすくなっています。破損しないように取り扱いは最小限にし
てください。

ステップ 3. 古いシャーシのドライブを新しいシャーシにある同じベイ開口部に合わせます。
ステップ 4. ドライブをシャーシにゆっくり奥まで押し込みます。

カム・ハンドルが噛み合い、上に回転し始めます。
ステップ 5. ドライブをシャーシに最後までしっかり押し込み、ドライブ・ホルダーまで押し上げること

によってカム・ハンドルをロックします。
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カム・ハンドルをゆっくりと閉じて、ディスク・キャリアの前面に正しく合わせるようにし
てください。固定されるとカチッという音がします。

ステップ 6. システムの残りのドライブでプロセスを繰り返します。

機器ラックまたはシステム・キャビネット内のシャーシを交換する
交換用のシャーシを取り付ける前に、既存のシャーシを機器ラックまたはシステム・キャビネット内から
取り外す必要があります。

このタスクについて

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. シャーシのマウント・ポイントからねじを取り外します。
ステップ 2. 2 人または 3人で古いシャーシを、システム・キャビネットまたは機器ラックの Lブラケッ

ト内のラック・レールからスライドさせて外し、脇に置いておきます。
ステップ 3. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 4. 2 人または 3人で交換用のシャーシを、システム・キャビネットまたは Lブラケット内の機

器ラックに導くようにし、機器ラックまたはシステム・キャビネットに取り付けます。
ステップ 5. シャーシをスライドさせて、機器ラックまたはシステム・キャビネットに完全に入れます。
ステップ 6. 古いシャーシから取り外したねじを使用し、シャーシの前面を機器ラックまたはシステム・

キャビネットに固定させます。

コントローラーの取り付け
コントローラー・モジュールと他のすべてのコンポーネントを新しいシャーシに取り付けたら、相互接
続診断テストを実行できる状態で起動します。

このタスクについて

同じシャーシ内に 2つのコントローラー・モジュールを含むHAペアでは、シャーシに完全に装着した後
すぐに再起動が試みられるために、コントローラー・モジュールを取り付ける順序が特に重要です。

このタスクのビデオは、次の場所で入手できます。

• Youtube: https://www.youtube.com/playlist?list=PLYV5R7hVcs-Atzbq4KHJgYQHkA9FCH0-m

ステップ 1. まだ接地していない場合は、正しく接地します。
ステップ 2. コントローラー・モジュールの端をシャーシの開口部を合わせ、コントローラー・モジュー

ルを途中までシステム内にゆっくりと押します。

注：指示があるまで、コントローラー・モジュールをシャーシに完全に挿入しないでく
ださい。

ステップ 3. コンソールをコントローラー・モジュールに再配線し、管理ポートに再接続します。
ステップ 4. 新しいシャーシに取り付ける 2 つ目のコントローラーがある場合、上記の手順を繰り返

します。
ステップ 5. コントローラー・モジュールの取り付けを実行します。
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システム構成 実行するステップ

HA ペア
1. カム・ハンドルを開位置にした状態で、

コントローラー・モジュールがミッド
プレーンに到達して完全に装着される
までしっかりと押し、カム・ハンドル
をロック位置まで閉じます。

注意：コネクターの破損を避けるため、
コントローラー・モジュールをシャー
シにスライドさせるときに力をかけす
ぎないでください。

2. まだしていない場合、ケーブル管理デ
バイスを再取り付けします。

3. 面ファースナー付きストラップを使用
してケーブルを結び付けます。

4. 新しいシャーシで、2つ目のコントロー
ラーに上記の手順を繰り返します。

ステップ 6. パワー・サプライを異なる電源に接続してオンにします。
ステップ 7. 各コントローラーを保守モードでブートします。

a. 各コントローラーがブートを開始したとき、メッセージ Press Ctrl-C for Boot Menuが表示
されたら Ctrl-C を押してブート・プロセスを中断します。

注：プロンプトを見逃してコントローラー・モジュールが ONTAP でブートした場合、
haltと入力した後、LOADERプロンプトで boot_ontapと入力し、プロンプトが表示された
ら Ctrl-C を押してこのステップを繰り返します。

b. ブート・メニューから、保守モードのオプションを選択します。

シャーシの HA 状態の確認と設定
シャーシのHA状態を確認し、必要に応じて、システム構成に合わせて状態を更新します。

ステップ 1. 保守モードで、いずれかのコントローラー・モジュールからローカル・コントローラー・モ
ジュールとシャーシの HA状態を表示します (ha-config show)。

HA 状態は、すべてのコンポーネントで同じにする必要があります。
ステップ 2. ステップ 1 の結果に従って進みます。
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表示されたシャーシのシステム状態 操作

システム構成に一致する 次のステップに進みます。

システム構成に一致しない
1. シャーシの HA 状態を設定します

(ha-config modify chassis HA-state )。
HA-stateの値は、以下のいずれかにする
ことができます。

• ha
• non-ha

2. 設定が変更されたことを確認します
(ha-config show)。

ステップ 3. まだしていない場合、残りのシステムを再配線します。
ステップ 4. 次の手順は、ご使用のシステムの構成によって異なります。

システム構成 操作

2 番目のコントローラー・モジュールがあ
る HA ペア

保守モードを終了します (halt)。

LOADER プロンプトが表示されます。

システム・レベル診断の実行
新しいシャーシを取り付けた後、相互接続診断を実行する必要があります。

始める前に

保守メニューを表示してシステム・レベル診断プログラムを開始するには、システムが LOADER プロン
プトになっている必要があります。

このタスクについて

診断手順のすべてのコマンドは、コンポーネントを交換するコントローラーから発行されます。

ステップ 1. 点検するコントローラーが LOADER プロンプトになっていない場合は、以下の手順に従
います。
a. 表示されたメニューから保守モードのオプションを選択します。
b. コントローラーが保守モードでブートした後、コントローラーを停止します: halt

コマンドの発行後、システムが LOADER プロンプトで止まるまで待ちます。

重要：起動中は、プロンプトに安全に応答できます (y)。

ステップ 2. HA 構成の場合、2つ目のコントローラーで前述の手順を繰り返します。

注：相互接続テストを実行するために、両方のコントローラーが保守モードになってい
る必要があります。
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ステップ 3. LOADER プロンプトで、システム・レベル診断が正しく機能するために特別に設計された特
殊なドライバーにアクセスします (boot_diags)。
ブート・プロセス中、保守モード・プロンプト (*>) が表示されるまではプロンプトに安
全に y で応答できます。

ステップ 4. 保守モード・プロンプトから相互接続診断テストを有効にします (sldiag device modify -dev
interconnect -sel enable)。

相互接続テストはデフォルトで無効になっているため、個別に実行を有効にする必要があ
ります。

ステップ 5. 保守モード・プロンプトから相互接続診断テストを実行します (sldiag device run -dev
interconnect)。

相互接続テストは、1つのコントローラーから実行するだけでかまいません。

ステップ 6. シャーシの交換によってハードウェアの問題が発生していないことを確認します (sldiag device
status -dev interconnect -long -state failed)。
テストの失敗がない場合は、システム・レベル診断がプロンプトに戻ります。それ以外の場
合、コンポーネントのテストの結果得られた障害のフル・ステータスがリストされます。

ステップ 7. 前の手順の結果に基づいて進みます。

システム・レベル診断テストの結果 操作

エラーなしで完了した
1. ステータス・ログをクリアします (sldiag

device clearstatus)。
2. ログがクリアされたことを確認します

(sldiag device status)。
以下のデフォルトの応答が表示されま
す。
SLDIAG: No log messages are present.

3. 両方のコントローラーで保守モードを
終了します (halt)。
システムに LOADER プロンプトが表示
されます。

注意：次の手順に進む前に、両方のコ
ントローラーで保守モードを終了する
必要があります。

4. 両方のコントローラーの LOADER プロ
ンプトで、boot_ontap コマンドを入力
します。

5. コントローラーを通常動作に戻します。
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システム・レベル診断テストの結果 操作

ONTAP の実⾏に使
⽤されているコン
トローラーの数 操作

クラスター内の 2つ
のコントローラー

以下のコマンドを
発行します。
node::> cluster ha
modify -configured
true

node::> storage
failover modify
-node node0
-enabled true

クラスター内の 2つ
以上のコントロー
ラー

このコマンドを発
行します。
node::> storage
failover modify
-node node0
-enabled true

システム・レベルの診断が完了しました。

いくつかのテストが失敗した 問題の原因を特定します。
1. 保守モードを終了します (halt)。
2. クリーン・シャットダウンを実行した

後、パワー・サプライを取り外します。
3. システム・レベル診断を実行するため

に識別されたすべての考慮事項に従って
いること、ケーブルがしっかり接続され
ていること、ハードウェア・コンポーネ
ントがストレージ・システムに適切に取
り付けられていることを確認します。

4. パワー・サプライを再接続し、ストレー
ジ・システムの電源をオンにします。

5. システム・レベル診断テストを再実行
します。

交換プロセスの完了
部品を交換したら、キットに付属する RMA の手順で説明されているように、障害が起きた部品を
Lenovo に戻すことができます。RMA番号または交換手順でその他のヘルプが必要な場合は、Lenovo サ
ポート までお問い合わせください。

シャーシ交換後の重要な情報
注：シャーシの交換後に、システム・タグを古いシャーシから新しいシャーシへと移動させます。
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第 6 章 システム・レベル診断

システム・レベル診断の概要
システム・レベル診断では、サポートされているストレージ・システムでハードウェアの問題を探し
て判別するテストのためのコマンド・ライン・インターフェースが表示されます。特定のコンポーネ
ントが正しく動作していることを確認したり、障害のあるコンポーネントを特定したりするためにシ
ステム・レベル診断を使用します。

システム・レベル診断は、サポートされているストレージ・システムのみで使用可能です。サポートされ
ていないストレージ・システムのコマンド・ライン・インターフェースでシステム・レベル診断を開始
すると、エラー・メッセージが生成されます。

システム・レベル診断は、以下のいずれかの一般的なトラブルシューティングの状況で実行します。

• 初回のシステムの取り付け
• ハードウェア・コンポーネントの追加または交換
• 不明なハードウェア障害により生じたシステム・パニック
• 特定のデバイスへのアクセスが断続的に停止したり、デバイスが使用できない
• システムの応答時間が長くなる

システム・レベル診断を実行するには、Data ONTAP で「Maintenance mode boot (保守モード・ブート)」
に到達する必要があるため、既にData ONTAP を実行している必要があります。このオプションに到達す
る方法はいくつかありますが、これはこのガイドで説明されている手順で実行されている推奨の方法で
す。システムでのハードウェア・コンポーネントによっては特定の方法が必要です。これについては、該
当する現場交換可能ユニット (FRU) のパンフレットで説明されています。このガイドでは、特定のコマン
ド、サブコマンドの詳細、テスト、条件の詳細な定義を示していません。

コマンドを入力すると、テストがバックグラウンドで実行され、テストの合格または不合格の結果がメモ
リー・ベースの内部ログ (固定サイズ)に記録されます。一部のテストはユーティリティーであるため、合
格や不合格ではなく完了とのみ示されます。適切なテストを実行した後、このガイドに記載されている
手順によりステータス・レポートを生成できます。テスト結果にシステム・レベル診断が正常に完了
したことが示されたら、ログをクリアすることをお勧めします。

テストが不合格になった場合、テクニカル・サポートはステータス・レポートを参照して適切な推奨事
項を示します。不合格は、FRU を再取り付けする、ケーブルが接続されていることを確認する、また
はテクニカル・サポートにより推奨された特定のテストを有効にしてそれらのテストを再実行するこ
とにより、解決できる可能性があります。不合格を解決できない場合、ハードウェアに障害があるた
め、影響を受けているハードウェアを交換する必要があります。

さらに定義または説明が必要なエラー・メッセージはありません。

システム・レベル診断を実行する際の要件
実行するシステム・レベル診断テストによっては、時間とシステムのハードウェア要件に注意する必
要があります。

資料に示されている各タスクはわずかに異なります。タスクを実行する際は推奨される手順を使用します。

システム・レベル診断を実行する場合は、以下の要件を満たす必要があります。満たしていないと一部の
テストに合格せず、ステータス・レポートにエラー・メッセージが表示されます。
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⼀般要件

• テスト中の各システムは、別のネットワーク上に存在する必要があります。ネットワーク・イン
ターフェース・テストでは、ストレージ・システムで利用可能なすべてのネットワーク・インター
フェースに対して 172.25.150.23 から始まる固有の静的 IP アドレスを割り当てます。これによって、
異なるストレージ・コントローラー上のネットワーク・インターフェース・ポートに同一の IP ア
ドレスが割り当てられます。テスト中のすべてのシステムが同じネットワーク上である場合、接続
されているコンソールに「ipアドレスの重複」警告メッセージが表示されます。この警告メッセー
ジは、テスト結果に影響しません。

システム・メモリー要件

• メモリー・テストの実行には、時間が必要です。ストレージ・システムのメモリー容量が大きい
ほど、時間がかかります。

NIC 要件

• 最良のパフォーマンスを得るために、標準的なイーサネット・ケーブルを使用してシステム上のすべて
の隣接するネットワーク・インターフェース・ポートを接続する必要があります。隣接ポートの例とし
ては、e0a と e0b、e2c と e2d などが挙げられます。

注意：e0Mおよび e0P ポートは、スイッチ内部の接続のために接続できません。e0Mおよび e0P ポート
を備えるシステムでは、最も効率のよい組み合わせは、e0Mと e0a および e0b と e0P です。

• システムにネットワーク・インターフェース・ポートが多数存在する場合、NICシステム・レベルの診
断テストを複数回実行し、各実行では 2 つまでのペアに制限します。

SAS 要件

• SAS システム・レベルの診断テストの実行時には、最良のパフォーマンスを得るために、隣接する
SAS ポートを接続し、ポートからストレージ・シェルフの接続を切り離す必要があります。

FC-AL 要件

• FC-AL システム・レベルの診断テストを実行する場合、最良のパフォーマンスを得るために、マザー
ボードまたは拡張アダプター上の FC-AL インターフェースでループバック・フードが必要です。スト
レージまたは Fibre Channel ネットワークの他のすべてのケーブルはポートから外す必要があります。

CNA 要件

• ループバック・フードの使用は、CNA のシステム・レベル診断テストを実行するための要件で
はありません。

インターコネクト要件

• デュアル・コントローラー・システムの両方のプラットフォーム・コントローラー・モジュールは、イ
ンターコネクト・システム・レベルの診断テストを実行するために保守モードであることが必要です。

注意：その他のシステム・レベルの診断テストでインターコネクト・システム・レベルの診断テストを
実行しようとすると、警告メッセージが表示されます。

オンライン・コマンド・ラインのヘルプを使用する方法
コマンド名の次に helpまたは疑問符 (?) を入力することで、コマンド・ライン構文に関するヘルプを
取得できます。

構文のヘルプでは、以下のフォントまたはシンボルを使用します。
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keyword コマンド名を特定するか、入力の必要があるオプ
ションが表示されています。

< > (以下・以上の記号) シンボル内の変数を数値に置き換えるよう特定
します。

| (パイプ) パイプの両側から、いずれかの要素を選択をする
必要があることを示します。

[ ] (ブラケット) ブラケット内の要素はオプショナルであること
を示します。

{ } (ブレース) ブレース内の要素は必須であることを示します。

現在の管理者レベル (管理または拡張)で利用可能なすべてのコマンド・リストを取得する場合、疑問符を
入力することもできます。

次の例は、ストレージ・システムのコマンド・ラインで environment helpコマンドを入力した際に表示さ
れる結果です。コマンド出力の画面では、environmentコマンドの構文に関するヘルプが表示されます。

toaster> environment help
Usage: environment status |
[status] [shelf [<adapter>]] |
[status] [shelf_log] |
[status] [shelf_stats] |
[status] [shelf_power_status] |
[status] [chassis [all | list-sensors | Fan | Power | Temp | Power Supply | RTC Battery | NVRAM4-temperature-7 | NVRAM4-battery-7]]

システム・インストールの診断の実行
最初のシステム導入後に診断を実行して、システム・レベル診断のバージョンとストレージ・システム
上のサポートされているデバイスを特定し、導入が成功したこととすべてのハードウェアが正しく機
能することを確認します。

始める前に

ストレージ・システムで既に Data ONTAP が実行されている必要があります。

ステップ 1. ストレージ・システム・プロンプトで、LOADER プロンプトに切り替えます (halt)。
ステップ 2. LOADER プロンプトで、次のコマンドを入力します。boot_diags

注：システム・レベル診断が正しく機能するには、このコマンドを LOADERプロンプトで実
行する必要があります。boot_diagsコマンドは、システム・レベル診断に合わせて特別に設
計された特殊なドライバーを起動します。

ステップ 3. 次のコマンドを入力して、ストレージ・システムに存在しているシステム・レベル診断の
バージョンを表示します。sldiag version show
バージョンは System Level Diagnostics X.nn.nnの形式で表示されます。Xはアルファ参照であ
り、nn.nnはそれぞれメジャー数値参照とマイナー数値参照です。

ステップ 4. 次のコマンドを入力して新規システム導入でデバイス・タイプを特定し、確認が必要なコン
ポーネントを確認します。sldiag device types
ストレージ・システムに以下の一部またはすべてのデバイスが表示されます。

• ata は、Advanced Technology Attachment デバイスです。
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• bootmedia はシステム起動デバイスです。
• cna は、ネットワークまたはストレージ・デバイスに接続されていないコンバージド・

ネットワーク・アダプターです。
• env はマザーボードの環境です。
• fcache は、フラッシュ・キャッシュ・アダプター、またパフォーマンス加速モジュール

2 とも呼ばれています。
• fcal はストレージ・デバイスまたは Fibre Channel ネットワークに接続されていない、

Fibre Channel-Arbitrated Loop デバイスです。
• fcvi は、Fibre Channel ネットワークに接続されていない Fiber Channel 仮想インターフェー

スです。
• interconnect または nvram-ib は高可用性インターフェースです。
• mem はシステム・メモリーです。
• nic は、ネットワークに接続されていないネットワーク・インターフェース・カードです。
• nvram は不揮発性 RAM です。
• nvmem は NVRAMとシステム・メモリーのハイブリッドです。
• sas はディスク・シェルフに接続されていない、Serial Attached SCSI デバイスです。
• serviceproc はサービス・プロセッサーです。
• storage は、ディスク・シェルフに接続されている ATA、FC-AL、または SAS インター

フェースです。
• toe は、NIC の 1 タイプである TCP オフロード・エンジンです。

ステップ 5. 次のコマンドを入力して、ストレージ・システムでデフォルトの選択済み診断テストをす
べて実行します。sldiag device run

ステップ 6. 次のコマンドを入力してテストのステータスを表示します。sldiag device status
テストがまだ実行されている間、ストレージ・システムに以下の出力が表示されます
There are still test(s) being processed.

すべてのテストの完了後に、デフォルトでは以下の応答が表示されます:
*> <SLDIAG:_ALL_TESTS_COMPLETED>

ステップ 7. 次のコマンドを入力し、新しいストレージ・システムにハードウェアの問題がないことを確
認します。sldiag device status -long -state failed

例

次の例は、適切なハードウェアなしで実行されてたテストでエラーのフル・ステータスがど
のように表示されるかを示しています。

*> sldiag device status -long -state failed

TEST START ——————————————
DEVTYPE: nvram_ib
NAME: external loopback test
START DATE: Sat Jan 3 23:10:55 GMT 2009

STATUS: Completed
ib3a: could not set loopback mode, test failed
END DATE: Sat Jan 3 23:11:04 GMT 2009

LOOP: 1/1
TEST END ——————————————–

TEST START ——————————————
DEVTYPE: fcal
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NAME: Fcal Loopback Test
START DATE: Sat Jan 3 23:10:56 GMT 2009

STATUS: Completed
Starting test on Fcal Adapter: 0b
Started gathering adapter info.
Adapter get adapter info OK
Adapter fc_data_link_rate: 1Gib
Adapter name: QLogic 2532
Adapter firmware rev: 4.5.2
Adapter hardware rev: 2

Started adapter get WWN string test.
Adapter get WWN string OK wwn_str: 5:00a:098300:035309

Started adapter interrupt test
Adapter interrupt test OK

Started adapter reset test.
Adapter reset OK

Started Adapter Get Connection State Test.
Connection State: 5
Loop on FC Adapter 0b is OPEN

Started adapter Retry LIP test
Adapter Retry LIP OK

ERROR: failed to init adaptor port for IOCTL call

ioctl_status.class_type = 0x1

ioctl_status.subclass = 0x3

ioctl_status.info = 0x0
Started INTERNAL LOOPBACK:
INTERNAL LOOPBACK OK
Error Count: 2 Run Time: 70 secs
>>>>> ERROR, please ensure the port has a shelf or plug.
END DATE: Sat Jan 3 23:12:07 GMT 2009

LOOP: 1/1
TEST END ——————————————–

システム・レベル診断テストの結果 操作

エラーなしで完了した ハードウェアの問題はないため、ストレー
ジ・システムはプロンプトに戻ります。
1. 次のコマンドを入力して、ステータ

ス・ログをクリアします。 sldiag device
clearstatus

2. 次のコマンドを入力して、ログがク
リアされたことを確認します。 sldiag
device status

以下のデフォルトの応答が表示されま
す。
SLDIAG: No log messages are present.

3. 次のコマンドを入力して、保守モード
を終了します。halt
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システム・レベル診断テストの結果 操作

4. Loader プロンプトに次のコマンドを入
力して、ストレージ・システムをブー
トします。boot_ontap

システム・レベルの診断が完了しました。

いくつかのテストが失敗した 問題の原因を特定します。
1. 次のコマンドを入力して、保守モード

を終了します。halt

2. クリーン・シャットダウンを実行し、
パワー・サプライを取り外します。

3. システム・レベル診断を実行するため
に識別されたすべての考慮事項に従って
いること、ケーブルがしっかり接続され
ていること、ハードウェア・コンポーネ
ントがストレージ・システムに適切に取
り付けられていることを確認します。

4. パワー・サプライを再接続し、ストレー
ジ・システムの電源をオンにします。

5. システム導入診断の実行のステップ 1～
7 を繰り返します。

システム・パニック診断の実行
ストレージ・システムでシステム・パニックが発生した後に診断を実行すると、パニックの考えられ
る原因を特定するのに役立ちます。

ステップ 1. ストレージ・システム・プロンプトで、LOADER プロンプトに切り替えます (halt)。
ステップ 2. LOADER プロンプトで、次のコマンドを入力します。boot_diags

注：システム・レベル診断が正しく機能するには、このコマンドを LOADERプロンプトで実
行する必要があります。boot_diagsコマンドは、システム・レベル診断に合わせて特別に設
計された特殊なドライバーを起動します。

ステップ 3. 次のコマンドを入力し、すべてのデバイスで診断を実行します。sldiag device run

ステップ 4. 次のコマンドを入力してテストのステータスを表示します。sldiag device status
テストがまだ実行されている間、ストレージ・システムに以下の出力が表示されます
There are still test(s) being processed.

すべてのテストの完了後に、デフォルトでは以下の応答が表示されます:
*> <SLDIAG:_ALL_TESTS_COMPLETED>

ステップ 5. 次のコマンドを入力して、システム・パニックの原因を特定します。sldiag device status
-long -state failed

例

次の例は、適切なハードウェアなしで実行されてたテストでエラーのフル・ステータスがど
のように表示されるかを示しています。
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*> sldiag device status -long -state failed

TEST START ——————————————
DEVTYPE: nvram_ib
NAME: external loopback test
START DATE: Sat Jan 3 23:10:55 GMT 2009

STATUS: Completed
ib3a: could not set loopback mode, test failed
END DATE: Sat Jan 3 23:11:04 GMT 2009

LOOP: 1/1
TEST END ——————————————–

TEST START ——————————————
DEVTYPE: fcal
NAME: Fcal Loopback Test
START DATE: Sat Jan 3 23:10:56 GMT 2009

STATUS: Completed
Starting test on Fcal Adapter: 0b
Started gathering adapter info.
Adapter get adapter info OK
Adapter fc_data_link_rate: 1Gib
Adapter name: QLogic 2532
Adapter firmware rev: 4.5.2
Adapter hardware rev: 2

Started adapter get WWN string test.
Adapter get WWN string OK wwn_str: 5:00a:098300:035309

Started adapter interrupt test
Adapter interrupt test OK

Started adapter reset test.
Adapter reset OK

Started Adapter Get Connection State Test.
Connection State: 5
Loop on FC Adapter 0b is OPEN

Started adapter Retry LIP test
Adapter Retry LIP OK

ERROR: failed to init adaptor port for IOCTL call

ioctl_status.class_type = 0x1

ioctl_status.subclass = 0x3

ioctl_status.info = 0x0
Started INTERNAL LOOPBACK:
INTERNAL LOOPBACK OK
Error Count: 2 Run Time: 70 secs
>>>>> ERROR, please ensure the port has a shelf or plug.
END DATE: Sat Jan 3 23:12:07 GMT 2009

LOOP: 1/1
TEST END ——————————————–
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システム・レベル診断テストの結果 操作

エラーなしで完了した ハードウェアの問題はないため、ストレー
ジ・システムはプロンプトに戻ります。
1. 次のコマンドを入力して、ステータ

ス・ログをクリアします。 sldiag device
clearstatus

2. 次のコマンドを入力して、ログがク
リアされたことを確認します。 sldiag
device status

以下のデフォルトの応答が表示されま
す。
SLDIAG: No log messages are present.

3. 次のコマンドを入力して、保守モード
を終了します。halt

4. Loader プロンプトに次のコマンドを入
力して、ストレージ・システムをブー
トします。boot_ontap

システム・レベルの診断が完了しました。

いくつかのテストが失敗した 問題の原因を特定します。
1. 次のコマンドを入力して、保守モード

を終了します。halt

2. クリーン・シャットダウンを実行し、
パワー・サプライを取り外します。

3. システム・レベル診断を実行するため
に識別されたすべての考慮事項に従って
いること、ケーブルがしっかり接続され
ていること、ハードウェア・コンポーネ
ントがストレージ・システムに適切に取
り付けられていることを確認します。

4. パワー・サプライを再接続し、ストレー
ジ・システムの電源をオンにします。

5. システム・パニック診断の実行のステッ
プ 1 ～ 5 を繰り返します。

完了後

ステップを繰り返しても障害が解決しない場合、ハードウェアを交換する必要があります。

低速システム応答診断の実行
診断を実行すると、システムによる応答時間の低下の原因を特定できます。

ステップ 1. ストレージ・システム・プロンプトで、LOADER プロンプトに切り替えます (halt)。
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ステップ 2. LOADER プロンプトで、次のコマンドを入力します。boot_diags

注：システム・レベル診断が正しく機能するには、このコマンドを LOADERプロンプトで実
行する必要があります。boot_diagsコマンドは、システム・レベル診断に合わせて特別に設
計された特殊なドライバーを起動します。

ステップ 3. 次のコマンドを入力し、すべてのデバイスで診断を実行します。sldiag device run

ステップ 4. 次のコマンドを入力してテストのステータスを表示します。sldiag device status
テストがまだ実行されている間、ストレージ・システムに以下の出力が表示されます
There are still test(s) being processed.

すべてのテストの完了後に、デフォルトでは以下の応答が表示されます:
*> <SLDIAG:_ALL_TESTS_COMPLETED>

ステップ 5. 次のコマンドを入力して、システムの応答時間の低下原因を特定します: sldiag device status
-long -state failed

例

次の例は、適切なハードウェアなしで実行されてたテストでエラーのフル・ステータスがど
のように表示されるかを示しています。

*> sldiag device status -long -state failed

TEST START ——————————————
DEVTYPE: nvram_ib
NAME: external loopback test
START DATE: Sat Jan 3 23:10:55 GMT 2009

STATUS: Completed
ib3a: could not set loopback mode, test failed
END DATE: Sat Jan 3 23:11:04 GMT 2009

LOOP: 1/1
TEST END ——————————————–

TEST START ——————————————
DEVTYPE: fcal
NAME: Fcal Loopback Test
START DATE: Sat Jan 3 23:10:56 GMT 2009

STATUS: Completed
Starting test on Fcal Adapter: 0b
Started gathering adapter info.
Adapter get adapter info OK
Adapter fc_data_link_rate: 1Gib
Adapter name: QLogic 2532
Adapter firmware rev: 4.5.2
Adapter hardware rev: 2

Started adapter get WWN string test.
Adapter get WWN string OK wwn_str: 5:00a:098300:035309

Started adapter interrupt test
Adapter interrupt test OK

Started adapter reset test.
Adapter reset OK

Started Adapter Get Connection State Test.
Connection State: 5
Loop on FC Adapter 0b is OPEN

Started adapter Retry LIP test
Adapter Retry LIP OK
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ERROR: failed to init adaptor port for IOCTL call

ioctl_status.class_type = 0x1

ioctl_status.subclass = 0x3

ioctl_status.info = 0x0
Started INTERNAL LOOPBACK:
INTERNAL LOOPBACK OK
Error Count: 2 Run Time: 70 secs
>>>>> ERROR, please ensure the port has a shelf or plug.
END DATE: Sat Jan 3 23:12:07 GMT 2009

LOOP: 1/1
TEST END ——————————————–

システム・レベル診断テストの結果 操作

エラーなしで完了した ハードウェアの問題はないため、ストレー
ジ・システムはプロンプトに戻ります。
1. 次のコマンドを入力して、ステータ

ス・ログをクリアします。 sldiag device
clearstatus

2. 次のコマンドを入力して、ログがク
リアされたことを確認します。 sldiag
device status

以下のデフォルトの応答が表示されま
す。
SLDIAG: No log messages are present.

3. 次のコマンドを入力して、保守モード
を終了します。halt

4. Loader プロンプトに次のコマンドを入
力して、ストレージ・システムをブー
トします。boot_ontap

システム・レベルの診断が完了しました。

いくつかのテストが失敗した 問題の原因を特定します。
1. 次のコマンドを入力して、保守モード

を終了します。halt

2. クリーン・シャットダウンを実行し、
パワー・サプライを取り外します。

3. システム・レベルの診断を実行するた
めの要件を確認し、ケーブルが正常に接
続され、ハードウェア・コンポーネン
トがストレージ・システムに適切に取
り付けられていることを確認します。

4. パワー・サプライを再接続し、ストレー
ジ・システムの電源をオンにします。

5. システムの応答時間を特定する診断の
ステップ 1～ 5 を繰り返します。
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システム・レベル診断テストの結果 操作

同じテストが失敗した 問題を特定できるように一部のテストでデ
フォルト設定を変更するようテクニカル・
サポートが推奨することがあります。
1. 次のコマンドを入力して、選択された

特定のデバイスの状態、あるいはス
トレージ・システムのデバイス・タ
イプを変更します: sldiag device modify
[-devdevtype|mb|slotslotnum] [-namedevice]
[-selectionenable|disable|default|only]

-selection enable|disable|default|onlyを使用
すると、指定されたデバイス・タイプま
たは特定のデバイスのデフォルトの選択
を有効化、無効化、承認したり、他のデ
バイスをすべて無効化してから指定され
たデバイスまたは特定のデバイスのみ
を有効化したりすることができます。

2. 次のコマンドを入力して、テスト内容
が変更されたことを確認します: sldiag
option show

3. システムの応答時間を特定する診断の
ステップ 3～ 5 を繰り返します。

4. 問題を特定して解決したら、サブステッ
プ 1と 2を繰り返してテストを default の
状態にリセットします。

5. システムの応答時間を特定する診断の
ステップ 1～ 5 を繰り返します。

完了後

ステップを繰り返しても障害が解決しない場合、ハードウェアを交換する必要があります。

ハードウェア・インストール診断の実行
ストレージ・システムのハードウェア部品を追加または交換した後は診断を実行し、部品に問題がなく、
取り付けが正常に完了したことを確認します。

ステップ 1. ストレージ・システム・プロンプトで、LOADER プロンプトに切り替えます (halt)。
ステップ 2. LOADER プロンプトで、次のコマンドを入力します。boot_diags

注：システム・レベル診断が正しく機能するには、このコマンドを LOADERプロンプトで実
行する必要があります。boot_diagsコマンドは、システム・レベル診断に合わせて特別に設
計された特殊なドライバーを起動します。

ステップ 3. 追加または交換した特定のデバイスで以下のコマンドを入力し、デフォルトのテストを実行
してください。sldiag device run [-devdevtype|mb|slotslotnum] [-name。device]
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• -dev devtypeはテストするデバイスのタイプを特定します。

– ata は、Advanced Technology Attachment デバイスです。
– bootmedia はシステム起動デバイスです。
– cna は、ネットワークまたはストレージ・デバイスに接続されていないコンバージ

ド・ネットワーク・アダプターです。
– env はマザーボードの環境です。
– fcache は、フラッシュ・キャッシュ・アダプター、またパフォーマンス加速モジュール

2 とも呼ばれています。
– fcal はストレージ・デバイスまたは Fibre Channel ネットワークに接続されていない、

Fibre Channel-Arbitrated Loop デバイスです。
– fcvi は、Fibre Channel ネットワークに接続されていない Fiber Channel 仮想インター

フェースです。
– interconnect または nvram-ib は高可用性インターフェースです。
– mem はシステム・メモリーです。
– nic は、ネットワークに接続されていないネットワーク・インターフェース・カー

ドです。
– nvram は不揮発性 RAM です。
– nvmem は NVRAMとシステム・メモリーのハイブリッドです。
– sas はディスク・シェルフに接続されていない、Serial Attached SCSI デバイスです。
– serviceproc はサービス・プロセッサーです。
– storage は、ディスク・シェルフに接続されている ATA、FC-AL、または SAS イ

ンターフェースです。
– toe は、NIC の 1 タイプである TCP オフロード・エンジンです。

• mb はすべてのマザーボード・デバイスでテストすることを識別します。
• slot slotnumはデバイスの特定のスロット番号でテストすることを識別します。
• -name deviceでは、特定のデバイスのクラスとタイプを指定します。

ステップ 4. 次のコマンドを入力してテストのステータスを表示します。sldiag device status
テストがまだ実行されている間、ストレージ・システムに以下の出力が表示されます
There are still test(s) being processed.

すべてのテストの完了後に、デフォルトでは以下の応答が表示されます:
*> <SLDIAG:_ALL_TESTS_COMPLETED>

ステップ 5. ストレージ・システムでのハードウェア部品の追加または交換によって、ハードウェアで
問題がないことを確認するには以下のコマンドを入力します。sldiag device status [-dev
devtype|mb|slotslotnum] [-name device] -long -state failed

例

以下の例は、FC-AL アダプターのテストから得られた故障のフル・ステータスを表して
います。

*> sldiag device status -dev fcal -long -state failed

TEST START ——————————————
DEVTYPE: fcal
NAME: Fcal Loopback Test
START DATE: Sat Jan 3 23:10:56 GMT 2009

STATUS: Completed
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Starting test on Fcal Adapter: 0b
Started gathering adapter info.
Adapter get adapter info OK
Adapter fc_data_link_rate: 1Gib
Adapter name: QLogic 2532
Adapter firmware rev: 4.5.2
Adapter hardware rev: 2

Started adapter get WWN string test.
Adapter get WWN string OK wwn_str: 5:00a:098300:035309

Started adapter interrupt test
Adapter interrupt test OK

Started adapter reset test.
Adapter reset OK

Started Adapter Get Connection State Test.
Connection State: 5
Loop on FC Adapter 0b is OPEN

Started adapter Retry LIP test
Adapter Retry LIP OK

ERROR: failed to init adaptor port for IOCTL call

ioctl_status.class_type = 0x1

ioctl_status.subclass = 0x3

ioctl_status.info = 0x0
Started INTERNAL LOOPBACK:
INTERNAL LOOPBACK OK
Error Count: 2 Run Time: 70 secs
>>>>> ERROR, please ensure the port has a shelf or plug.
END DATE: Sat Jan 3 23:12:07 GMT 2009

LOOP: 1/1
TEST END ——————————————–

システム・レベル診断テストの結果 操作

エラーなしで完了した ハードウェアの問題はないため、ストレー
ジ・システムはプロンプトに戻ります。
1. ステータス・ログをクリアするには、以

下のコマンドを入力します: sldiag device
clearstatus [-dev devtype|mb|slotslotnum]

2. ログがクリアされたことを確認するに
は、以下のコマンドを入力します: sldiag
device status [-dev devtype|mb|slotslotnum]

以下のデフォルトの応答が表示されま
す。
SLDIAG: No log messages are present.

3. 次のコマンドを入力して、保守モード
を終了します。halt

4. Loader プロンプトに次のコマンドを入
力して、ストレージ・システムをブー
トします。boot_ontap

システム・レベルの診断が完了しました。
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システム・レベル診断テストの結果 操作

いくつかのテストが失敗した 問題の原因を特定します。
1. 次のコマンドを入力して、保守モード

を終了します。halt

2. クリーン・シャットダウンを実行し、
パワー・サプライを取り外します。

3. システム・レベル診断を実行するため
に識別されたすべての考慮事項に従って
いること、ケーブルがしっかり接続され
ていること、ハードウェア・コンポーネ
ントがストレージ・システムに適切に取
り付けられていることを確認します。

4. パワー・サプライを再接続し、ストレー
ジ・システムの電源をオンにします。

5. ハードウェア・インストールの診断を
実行するには、ステップ 1 ～ 6 を繰り
返します。

完了後

ステップを繰り返しても障害が解決しない場合、ハードウェアを交換する必要があります。

デバイスの障害診断の実行
診断を実行すると、特定のデバイスへのアクセスがときどき止まる理由や、ストレージ・システムでデバ
イスが使用できなくなる理由を調べることができます。

ステップ 1. ストレージ・システム・プロンプトで、LOADER プロンプトに切り替えます (halt)。
ステップ 2. LOADER プロンプトで、次のコマンドを入力します。boot_diags

注：システム・レベル診断が正しく機能するには、このコマンドを LOADERプロンプトで実
行する必要があります。boot_diagsコマンドは、システム・レベル診断に合わせて特別に設
計された特殊なドライバーを起動します。

ステップ 3. 次のコマンドを入力し、問題を引き起こしているデバイスの診断を実行します。sldiag device
run [-dev devtype|mb|slotslotnum] [-name device]

• -dev devtypeはテストするデバイスのタイプを特定します。

– ata は、Advanced Technology Attachment デバイスです。
– bootmedia はシステム起動デバイスです。
– cna は、ネットワークまたはストレージ・デバイスに接続されていないコンバージ

ド・ネットワーク・アダプターです。
– env はマザーボードの環境です。
– fcache は、フラッシュ・キャッシュ・アダプター、またパフォーマンス加速モジュール

2 とも呼ばれています。
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– fcal はストレージ・デバイスまたは Fibre Channel ネットワークに接続されていない、
Fibre Channel-Arbitrated Loop デバイスです。

– fcvi は、Fibre Channel ネットワークに接続されていない Fiber Channel 仮想インター
フェースです。

– interconnect または nvram-ib は高可用性インターフェースです。
– mem はシステム・メモリーです。
– nic は、ネットワークに接続されていないネットワーク・インターフェース・カー

ドです。
– nvram は不揮発性 RAM です。
– nvmem は NVRAMとシステム・メモリーのハイブリッドです。
– sas はディスク・シェルフに接続されていない、Serial Attached SCSI デバイスです。
– serviceproc はサービス・プロセッサーです。
– storage は、ディスク・シェルフに接続されている ATA、FC-AL、または SAS イ

ンターフェースです。
– toe は、NIC の 1 タイプである TCP オフロード・エンジンです。

• mb はすべてのマザーボード・デバイスでテストすることを識別します。
• slot slotnumはデバイスの特定のスロット番号でテストすることを識別します。
• -name deviceでは、特定のデバイスのクラスとタイプを指定します。

ステップ 4. 次のコマンドを入力してテストのステータスを表示します。sldiag device status
テストがまだ実行されている間、ストレージ・システムに以下の出力が表示されます
There are still test(s) being processed.

すべてのテストの完了後に、デフォルトでは以下の応答が表示されます:
*> <SLDIAG:_ALL_TESTS_COMPLETED>

ステップ 5. 次のコマンドを入力して、ハードウェアの問題を特定します。sldiag device status [-dev
devtype|mb|slotslotnum] [-name device] -long -state failed

例

次の例は、FC-AL アダプターのテストから得られた障害のフル・ステータスがどのように
表示されるかを示しています。

*> sldiag device status fcal -long -state failed

TEST START ——————————————
DEVTYPE: fcal
NAME: Fcal Loopback Test
START DATE: Sat Jan 3 23:10:56 GMT 2009

STATUS: Completed
Starting test on Fcal Adapter: 0b
Started gathering adapter info.
Adapter get adapter info OK
Adapter fc_data_link_rate: 1Gib
Adapter name: QLogic 2532
Adapter firmware rev: 4.5.2
Adapter hardware rev: 2

Started adapter get WWN string test.
Adapter get WWN string OK wwn_str: 5:00a:098300:035309

Started adapter interrupt test
Adapter interrupt test OK
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Started adapter reset test.
Adapter reset OK

Started Adapter Get Connection State Test.
Connection State: 5
Loop on FC Adapter 0b is OPEN

Started adapter Retry LIP test
Adapter Retry LIP OK

ERROR: failed to init adaptor port for IOCTL call

ioctl_status.class_type = 0x1

ioctl_status.subclass = 0x3

ioctl_status.info = 0x0
Started INTERNAL LOOPBACK:
INTERNAL LOOPBACK OK
Error Count: 2 Run Time: 70 secs
>>>>> ERROR, please ensure the port has a shelf or plug.
END DATE: Sat Jan 3 23:12:07 GMT 2009

LOOP: 1/1
TEST END ——————————————–

システム・レベル診断テストの結果 操作

いくつかのテストが失敗した 問題の原因を特定します。
1. 次のコマンドを入力して、保守モード

を終了します。halt

2. クリーン・シャットダウンを実行し、
パワー・サプライを取り外します。

3. システム・レベル診断を実行するため
に識別されたすべての考慮事項に従って
いること、ケーブルがしっかり接続され
ていること、ハードウェア・コンポーネ
ントがストレージ・システムに適切に取
り付けられていることを確認します。

4. パワー・サプライを再接続し、ストレー
ジ・システムの電源をオンにします。

5. デバイスの障害診断の実行のステップ 1
～ 5 を繰り返します。

同じテストが失敗した 問題を特定できるように一部のテストでデ
フォルト設定を変更するようテクニカル・
サポートが推奨することがあります。
1. 次のコマンドを入力して、スト

レージ・システムで特定のデバイ
スの状態またはデバイスのタイプ
を変更します。sldiag device modify
[-devdevtype|mb|slotslotnum] [-namedevice]
[-selectionenable|disable|default|only]

-selection enable|disable|default|onlyを使用
すると、指定されたデバイス・タイプま
たは特定のデバイスのデフォルトの選択
を有効化、無効化、承認したり、他のデ
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システム・レベル診断テストの結果 操作
バイスをすべて無効化してから指定され
たデバイスまたは特定のデバイスのみ
を有効化したりすることができます。

2. 次のコマンドを入力して、テストが
変更されたことを確認します。sldiag
option show

3. デバイスの障害診断の実行のステップ 3
～ 5 を繰り返します。

4. 問題を特定して解決したら、サブステッ
プ 1と 2を繰り返してテストを default の
状態にリセットします。

5. デバイスの障害診断の実行のステップ 1
～ 5 を繰り返します。

エラーなしで完了した ハードウェアの問題はないため、ストレー
ジ・システムはプロンプトに戻ります。
1. 次のコマンドを入力して、ステータ

ス・ログをクリアします。sldiag device
clearstatus [-dev devtype|mb|slotslotnum]

2. 次のコマンドを入力して、ログがクリア
されたことを確認します。sldiag device
status [-dev devtype|mb|slotslotnum]以下の
デフォルトの応答が表示されます。
SLDIAG: No log messages are present.

3. 次のコマンドを入力して、保守モード
を終了します。halt

4. Loader プロンプトに次のコマンドを入
力して、ストレージ・システムをブー
トします。boot_ontap

システム・レベルの診断が完了しました。

完了後

ステップを繰り返しても障害が解決しない場合、ハードウェアを交換する必要があります。
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付録 A ヘルプおよび技術サポートの⼊⼿

ヘルプ、サービス、技術サポート、または Lenovo 製品に関する詳しい情報が必要な場合は、Lenovo
がさまざまな形で提供しているサポートをご利用いただけます。

WWW上の以下のWeb サイトで、Lenovo システム、オプション・デバイス、サービス、およびサ
ポートについての最新情報が提供されています。

http://datacentersupport.lenovo.com

注：このセクションには、IBMWeb サイトへの言及、およびサービスの取得に関する情報が含まれていま
す。IBMは、ThinkSystem に対する Lenovo の優先サービス・プロバイダーです。

依頼する前に
連絡する前に、以下の手順を実行してお客様自身で問題の解決を試みてください。サポートを受ける
ために連絡が必要と判断した場合、問題を迅速に解決するためにサービス技術員が必要とする情報
を収集します。

お客様⾃⾝での問題の解決

多くの問題は、Lenovo がオンライン・ヘルプまたは Lenovo 製品資料で提供するトラブルシューティン
グ手順を実行することで、外部の支援なしに解決することができます。Lenovo 製品資料にも、お客様
が実行できる診断テストについての説明が記載されています。ほとんどのシステム、オペレーティン
グ・システムおよびプログラムの資料には、トラブルシューティングの手順とエラー・メッセージやエ
ラー・コードに関する説明が記載されています。ソフトウェアの問題だと考えられる場合は、オペレー
ティング・システムまたはプログラムの資料を参照してください。

ThinkSystem 製品については、以下の場所で製品ドキュメントが見つかります。

http://thinksystem.lenovofiles.com/help/index.jsp

以下の手順を実行してお客様自身で問題の解決を試みることができます。

• ケーブルがすべて接続されていることを確認します。
• 電源スイッチをチェックして、システムおよびすべてのオプション・デバイスの電源がオンになっ

ていることを確認します。
• ご使用の Lenovo 製品用に更新されたソフトウェア、ファームウェア、およびオペレーティング・シ

ステム・デバイス・ドライバーがないかを確認します。Lenovo 保証条件は、Lenovo 製品の所有者
であるお客様の責任で、製品のソフトウェアおよびファームウェアの保守および更新を行う必要が
あることを明記しています (追加の保守契約によって保証されていない場合)。お客様のサービス技
術員は、問題の解決策がソフトウェアのアップグレードで文書化されている場合、ソフトウェアお
よびファームウェアをアップグレードすることを要求します。

• ご使用の環境で新しいハードウェアを取り付けたり、新しいソフトウェアをインストールした場合、
https://serverproven.lenovo.com/および https://datacentersupport.lenovo.com/us/en/lsic でそのハードウェアおよ
びソフトウェアがご使用の製品によってサポートされていることを確認してください。

• http://datacentersupport.lenovo.comにアクセスして、問題の解決に役立つ情報があるか確認してください。

– 同様の問題が発生した他のユーザーがいるかどうかを調べるには、https://forums.lenovo.com/t5/
Datacenter-Systems/ct-p/sv_egの Lenovo Forums (Lenovo フォーラム) を確認してください。

多くの問題は、Lenovo がオンライン・ヘルプまたは Lenovo 製品資料で提供するトラブルシューティン
グ手順を実行することで、外部の支援なしに解決することができます。Lenovo 製品資料にも、お客様
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が実行できる診断テストについての説明が記載されています。ほとんどのシステム、オペレーティン
グ・システムおよびプログラムの資料には、トラブルシューティングの手順とエラー・メッセージやエ
ラー・コードに関する説明が記載されています。ソフトウェアの問題だと考えられる場合は、オペレー
ティング・システムまたはプログラムの資料を参照してください。

サポートへの連絡に必要な情報の収集

ご使用の Lenovo 製品に保証サービスが必要であると思われる場合は、連絡される前に準備をしていただ
けると、サービス技術員がより効果的にお客様を支援することができます。または製品の保証について詳
しくは http:// datacentersupport.lenovo.com/warrantylookupで参照できます。

サービス技術員に提供するために、次の情報を収集します。このデータは、サービス技術員が問題の
解決策を迅速に提供する上で役立ち、お客様が契約された可能性があるレベルのサービスを確実に
受けられるようにします。

• ハードウェアおよびソフトウェアの保守契約番号 (該当する場合)
• マシン・タイプ番号 (Lenovo の 4 桁のマシン識別番号)
• 型式番号
• シリアル番号
• 現行のシステム UEFI およびファームウェアのレベル
• エラー・メッセージやログなど、その他関連情報

Lenovo サポートに電話する代わりに、サービス要求および PMR Web サイトにアクセスして、Electronic
Service Request を送信することができます。Electronic Service Request を送信すると、お客様の問題に関
する情報をサービス技術員が迅速に入手できるようになり、問題の解決策を判別するプロセスが開始
されます。Lenovo サービス技術員は、お客様が Electronic Service Request を完了および送信するとす
ぐに、解決策の作業を開始します。

サービス・データの収集
サービス・データは、バックグラウンドで自動的に収集されます。自動サポート機能がONTAP で有効に
なっている場合、サービス・データが自動的に送信されます。自動サポート機能を有効にするには、
以下の手順を実行します。

ステップ 1. ユーザー名とパスワードを入力し、ONTAP メイン・インターフェースを表示します。
ステップ 2. 左側のナビゲーション・ペインでCluster (クラスター) ➙ Settings (設定)をクリックします。

ステップ 3. 「AutoSupport (⾃動サポート)」カードで、その他アイコン をクリックします。
ステップ 4. 「Enable (有効化)」を選択します。
ステップ 5. 自動サポート・データの送信方法を構成するには、「More options (その他のオプショ

ン)」を選択します。

注：使用可能なトランスポート・プロトコルは、HTTP、HTTPS、SMTP です。
ステップ 6. 必要に応じて、プロキシを構成します。
ステップ 7. データを受信するメールホストとメール受信者を構成します。

サポートへのお問い合わせ
サポートに問い合わせて問題に関するヘルプを入手できます。

ハードウェアの保守は、Lenovo 認定サービス・プロバイダーを通じて受けることができ
ます。保証サービスを提供する Lenovo 認定サービス・プロバイダーを見つけるには、
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https://datacentersupport.lenovo.com/serviceprovider にアクセスし、フィルターを使用して国別で検索しま
す。Lenovo サポートの電話番号は、https://datacentersupport.lenovo.com/supportphonelistで地域のサポート
詳細を参照してください。
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付録 B プライバシー・プラクティスに関する注記

Lenovo では、お客様、Web サイト・ユーザー、製品ユーザーなど、あらゆる状況であらゆる個人にとっ
てプライバシーは非常に重要なものであると認識しています。これは、私たちが扱う個人情報やその他の
情報の責任ある使用および保護が Lenovo のコア価値であるためです。

プライバシーに関するステートメントの詳細は、以下のリンクから参照できます。さらににご質問または
ご懸念がある場合は、privacy@lenovo.comまでお問い合わせください。

https://www.lenovo.com/us/en/privacy/

他の言語でこのプライバシーに関するステートメントを表示するには、以下のサイトを参照してください:

• 中国語: https://www.lenovo.com.cn/public/privacy.html
• 英語 (英国): https://www3.lenovo.com/gb/en/privacy/
• 英語 (カナダ): https://www3.lenovo.com/ca/en/privacy/
• フランス語 (カナダ): https://canada.lenovo.com/fr/ca/en/privacy/
• ドイツ語: https://www.lenovo.com/de/de/privacy/
• フランス語: https://www.lenovo.com/fr/fr/privacy/
• スウェーデン語: https://www.lenovo.com/se/sv/privacy/
• デンマーク語: https://www.lenovo.com/dk/da/privacy/
• スペイン語: https://www.lenovo.com/es/es/privacy/
• 日本語: http://www.lenovo.com/privacy/jp/ja/
• ブラジル・ポルトガル語: https://www.lenovo.com/br/pt/privacy/
• イタリア語: https://www.lenovo.com/it/it/privacy/
• ハンガリー語: https://www.lenovo.com/hu/hu/privacy/
• ロシア語: https://www.lenovo.com/ru/ru/privacy/
• 韓国語: https://www.lenovo.com/kr/ko/privacy/
• ポーランド語: https://www.lenovo.com/pl/pl/privacy/

このデバイスをご使用になる場合、サービス・プロバイダー NetApp によって特定の情報が収集されま
す。NetApp のプライバシー・プラクティスについて詳細は、以下のリンクを参照してください。

https://www.netapp.com/us/legal/privacypolicy/index.aspx.

他の言語でNetApp のプライバシー・ポリシーを表示するには、以下のサイトを参照してください:

• ドイツ語: https://www.netapp.com/de/legal/privacypolicy/index.aspx
• 日本語: https://www.netapp.com/jp/legal/privacypolicy/index.aspx
• フランス語: https://www.netapp.com/fr/legal/privacypolicy/index.aspx
• スペイン語: https://www.netapp.com/es/legal/privacypolicy/index.aspx
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付録 C 注記

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合があります。日本で利
用可能な製品、サービス、および機能については、Lenovo の営業担当員にお尋ねください。

本書で Lenovo 製品、プログラム、またはサービスに言及していても、その Lenovo 製品、プログラム、ま
たはサービスのみが使用可能であることを意味するものではありません。これらに代えて、Lenovo の知
的所有権を侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用すること
ができます。ただし、他の製品とプログラムの操作またはサービスの評価および検証は、お客様の責
任で行っていただきます。

Lenovo は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を保有している場合が
あります。本書の提供は、いかなる特許出願においても実施権を許諾することを意味するものではあり
ません。お問い合わせは、書面にて下記宛先にお送りください。

Lenovo (United States), Inc.
1009 Think Place
Morrisville, NC 27560
U.S.A.
Attention: Lenovo VP of Intellectual Property

LENOVO は、本書を特定物として「現存するままの状態で」提供し、商品性の保証、特定目的適合性
の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとし
ます。国または地域によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行
規定の制限を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的に見直され、必要な変
更は本書の次版に組み込まれます。Lenovo は予告なしに、随時、この文書に記載されている製品また
はプログラムに対して、改良または変更を行うことがあります。

本書で説明される製品は、誤動作により人的な傷害または死亡を招く可能性のある移植またはその他の生
命維持アプリケーションで使用されることを意図していません。本書に記載される情報が、Lenovo 製品仕
様または保証に影響を与える、またはこれらを変更することはありません。本書の内容は、Lenovo または
サード・パーティーの知的所有権のもとで明示または黙示のライセンスまたは損害補償として機能するも
のではありません。本書に記載されている情報はすべて特定の環境で得られたものであり、例として提示
されるものです。他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。

Lenovo は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うことのない、自ら適切と
信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとします。

本書において Lenovo 以外のWeb サイトに言及している場合がありますが、便宜のため記載しただけであ
り、決してそれらのWeb サイトを推奨するものではありません。それらのWeb サイトにある資料は、こ
の Lenovo 製品の資料の一部ではありません。それらのWeb サイトは、お客様の責任でご使用ください。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定されたものです。そのため、
他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。一部の測定が、開発レベルのシステムで行わ
れた可能性がありますが、その測定値が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありませ
ん。さらに、一部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性がありま
す。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要があります。

© Copyright Lenovo 2019, 2023 127



商標
LENOVO、LENOVOロゴ、および THINKSYSTEMは、Lenovo の商標です。その他すべての商標は、それ
ぞれの所有者の知的財産です。© 2023 Lenovo.

重要事項
プロセッサーの速度とは、マイクロプロセッサーの内蔵クロックの速度を意味しますが、他の要因もアプ
リケーション・パフォーマンスに影響します。

CDまたはDVDドライブの速度は、変わる可能性のある読み取り速度を記載しています。実際の速度は記
載された速度と異なる場合があり、最大可能な速度よりも遅いことがあります。

主記憶装置、実記憶域と仮想記憶域、またはチャネル転送量を表す場合、KB は 1,024 バイト、MBは
1,048,576 バイト、GB は 1,073,741,824 バイトを意味します。

ハードディスク・ドライブの容量、または通信ボリュームを表すとき、MBは 1,000,000 バイトを意味し、
GBは 1,000,000,000 バイトを意味します。ユーザーがアクセス可能な総容量は、オペレーティング環境
によって異なる可能性があります。

内蔵ハードディスク・ドライブの最大容量は、Lenovo から入手可能な現在サポートされている最
大のドライブを標準ハードディスク・ドライブの代わりに使用し、すべてのハードディスク・ドライ
ブ・ベイに取り付けることを想定しています。

最大メモリーは標準メモリーをオプションのDIMMと取り替える必要があることもあります。

各ソリッド・ステート・メモリー・セルには、そのセルが耐えられる固有の有限数の組み込みサイクル
があります。したがって、ソリッド・ステート・デバイスには、可能な書き込みサイクルの最大数が
決められています。これをtotal bytes written (TBW) と呼びます。この制限を超えたデバイスは、シ
ステム生成コマンドに応答できなくなる可能性があり、また書き込み不能になる可能性があります。
Lenovo は、正式に公開された仕様に文書化されているプログラム/消去のサイクルの最大保証回数を
超えたデバイスについては責任を負いません。

Lenovo は、他社製品に関して一切の保証責任を負いません。他社製品のサポートがある場合は、Lenovo
ではなく第三者によって提供されます。

いくつかのソフトウェアは、その小売り版 (利用可能である場合) とは異なる場合があり、ユーザー・マ
ニュアルまたはすべてのプログラム機能が含まれていない場合があります。

粒子汚染
重要: 浮遊微小粒子 (金属片や微粒子を含む) や反応性ガスは、単独で、あるいは湿気や気温など他の環境
要因と組み合わされることで、本書に記載されているデバイスにリスクをもたらす可能性があります。

過度のレベルの微粒子や高濃度の有害ガスによって発生するリスクの中には、デバイスの誤動作や完全な
機能停止の原因となり得る損傷も含まれます。以下の仕様では、このような損傷を防止するために設
定された微粒子とガスの制限について説明しています。以下の制限を、絶対的な制限として見なした
り、あるいは使用したりしてはなりません。温度や大気中の湿気など他の多くの要因が、粒子や環境
腐食性およびガス状の汚染物質移動のインパクトに影響することがあるからです。本書で説明されて
いる特定の制限が無い場合は、人体の健康と安全の保護に合致するよう、微粒子やガスのレベル維持
のための慣例を実施する必要があります。お客様の環境の微粒子あるいはガスのレベルがデバイス損
傷の原因であると Lenovo が判断した場合、Lenovo は、デバイスまたは部品の修理あるいは交換の条
件として、かかる環境汚染を改善する適切な是正措置の実施を求める場合があります。かかる是正措
置は、お客様の責任で実施していただきます。
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表 8. 微粒子およびガスの制限

微粒子およびガスの制限

汚染物質 制限

微粒子 • 室内の空気は、ASHRAE Standard 52.21 に従い、大気塵埃が 40% のスポット効率で継続し
てフィルタリングされなければならない (MERV 9 準拠)。

• データ・センターに取り入れる空気は、MIL-STD-282 に準拠する HEPA フィルターを使用
し、99.97% 以上の粒子捕集率効果のあるフィルタリングが実施されなければならない。

• 粒子汚染の潮解相対湿度は、60% を超えていなければならない 2。

• 室内には、亜鉛ウィスカーのような導電性汚染があってはならない。

ガス • 銅: ANSI/ISA 71.04-1985 準拠の Class G1 3

• 銀: 腐食率は 30 日間で 300 Å 未満

1 ASHRAE 52.2-2008 -一般的な換気および空気清浄機器について、微粒子の大きさごとの除去効率をテストする
方法。アトランタ: American Society of Heating, Refrigerating and Air-Conditioning Engineers, Inc.
2 粒子汚染の潮解相対湿度とは、水分を吸収した塵埃が、十分に濡れてイオン導電性を持つようになる湿
度のことです。
3 ANSI/ISA-71.04-1985。プロセス計測およびシステム制御のための環境条件: 気中浮遊汚染物質。Instrument
Society of America, Research Triangle Park, North Carolina, U.S.A.

通信規制の注記
本製品は、お客様の国で、いかなる方法においても公衆通信ネットワークのインターフェースへの接続に
ついて認定されていない可能性があります。このような接続を行う前に、法律による追加の認定が必要な
場合があります。ご不明な点がある場合は、Lenovo 担当員または販売店にお問い合わせください。

電波障害自主規制特記事項
このデバイスにモニターを接続する場合は、モニターに付属の指定のモニター・ケーブルおよび電波障害
抑制デバイスを使用してください。

その他の電波障害自主規制特記事項は以下に掲載されています。

http://thinksystem.lenovofiles.com/help/index.jsp
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台湾 BSMI RoHS 宣言

台湾の輸出入お問い合わせ先情報
台湾の輸出入情報に関するお問い合わせ先はこちらです。
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